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この 報 告 書 は,日 本 自転 車振 興 会 か ら競 輪 収 益 の一 部で あ

る機 械 工業 振 興 資金 の 補 助 を受 け て昭 和62年 度 に実 施 した

調 査 研究 事業 の一 環 と し て と りま とめ た もの で す。
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は じ め に

デー タベー ス ・サー ビスの発 展のためには,デ ータベ ースの整備 はもとよ り,流 通体制 の確 立な ど

を含め,利 用者の立場 に立 った総合的な視点が肝要で す。

本調査 は,こ う した点 に鑑み,デ ータベース利用 の現状お よび利用者の問題 意識 を明 らか に し,さ

らにはデータベース ・サー ビス業の動向 を把 握す ることによ り,わ が国のデー タベ ースの整 備促進 お

よび同産業の 振興に資す るこ とを目的 とした ものです。

本調査 は(財)日 本情報処理開発協会 に委託 して実 施,と りま とめた ものですが,広 く関係各位 のご

参考 になれば幸です 。

最後 に,ア ンケー トに ご回答 いただいた方 々をは じめ,通 商産業省,日 本情報処理開発協会 など,

本調査 に ご協 力をいただ いた関係 者の皆 様に,心 より感謝の意 を表 します。

昭和63年3月

(財)デ ータベース振興 セ ンター

理事 長 円城 寺 次 郎





目 次

1.調 査 の 概 要

(1)調 査 目 的

② 調 査 期 間

(3)調 査 対 象

(4)調 査 方 法

㈲ 回 答 企 業 数

⑥ 調 査 内 容

(7)関 連用語の考え方

1

1

1

1

1

]

1

3

2.商 用デー タベー スの利用 の現状

ω

②

③

④

⑤

⑥

m

⑧

⑨

oo

デ ータベ ース利 用率

利用 して い るシステム数

データベース使 用料

利用の多 いデー タベース とシステ ム

データベ ースの利用形態

使用端末と通信回線

バ ッチによる利用形態

デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ レ ク ト リの 利 用

今後利用 したいデー タベース

データベ ースの利用状 況見取 図

5

5

8

0

3

6

8

2

3

4

7

1

1

1

1

2

2

2

2

3.商 用デー タベー ス利用 に関す るユーザの意識動 向

-
⊥

9
]

3

4

5

6

7
-

デ ータベ ースの利用理 由 と満足度

デ ータベ ースの使用料

代行検 索業者の利用

検 索 技 術 者

デ ータベ ース利用上の問題点

著作権の認識について

デー タベ ース発展の ための政府へ の要望事項

1

]

2

4

6

8

1

】

3

3

3

3

3

3

4

4



(8)

(9)

商用データベースを利用 して いな い理 由

イ ンハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス(企 業 内 デ ー タ ベ ー ス)に つ い て

4.デ ータベー ス ・サー ビス業 に関する動 向

り
白

4

4

4

1

9
ム

3

4
-

5

ρ0

7

回答企業の概要

デ ー、タ ベ ー ス ・サ ー ビス の 概 要

デ ー タ ベ ー ス の 構 築 と デ ィ ス ト リ ビ ュ ー シ ョ ン

企 業 に お け る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 位 置 づ け

著 作権 に関す る トラブル

デー タベース構築上の問題点

今 後 の 課 題

付 属 資 料

「デ ータベース ・サー ビスに関す るユーザの意識調査 」調査票

「デー タベース ・サー ビス業 に関 す る調査」調査票

調 査票別 紙(デ ー タベース名一覧表,シ ステム名門 覧表,分 野 コー ド一 覧表 」……

9

9

2

4

5

5

6

7

4

4

5

5

5

6

6

6

田

朋

3

Q
∨

1

5

1
⊥

6

7

8

9



〈 第2章 〉

図2-1

図2-2

図2-3

図2-4

図2-5

図2-6

図2-7

図2-8

図2-9

図2-10

図2-11

図2-12

図2-13

図2-14

図2-15

図2-16

図2-17

図2-18

図2-19

図2-20

図2-21

図2-22

図2-23

図2-24

図2-25

<図 表 目 次 〉

業種別回答企業

業種別 データベ ース利用率

主要業種 におけるデータベース使用率の変化

デ ー タベ ース数 とデータベース使用料(61年 度)

デ ータベース数 とデータベース使用料(60年 度)

利用金額の多い商用 データベ ース(N=878)

利用の多 い商用 シス テム

デー タベ ース ・サ ー ビスの利用形態(N=383)

デ ータベ ース ・サ ー ビスの利用形 態 と利用金額(昭 和61年 実績)

回線種別と回線速度(公 衆回線)

公衆回線の主な選択理由(上 位5項 目複数回答)

公衆回線に対する主な不満(複 数回答)

回線種別と回線速度(専 用回線)

専 用回線の主な選択理由

バ ッチ による利 用形態

デー タベースの購入媒 体

デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ レ ク ト リの 利 用 状 況

利 用 して い る デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ レ ク ト リ

今後利 用 したいデー タベースの分野

今後利用 したいデータベースとその対象地域

特に利用希望の多い細分野とその対象地域

今後 利用 したいデー タベ ース(前 回 との比較,複 数 回答)

デー タベース ・ユーザの利用状況見取 図(平 均像)

デー タベ ース ・ユーザの利 用状況見取 図

〔情報処 理サー ビス ・ソフ トウェア ・情報提供業(昭 和61年)〕

デ ータベース ・ユーザの利 用状況見取 図

〔調査 ・研 究機 関(昭 和61年)〕

5

7

8

0

1

4

5

6

7

8

9

9

0

1

2

3

3

4

5

5

6

7

8

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

29



図2-26

図2-27

図2-28

データベ ース ・ユ ーザの利用状況見取図

〔電気機器製造業(昭 和61年)〕

データベ ース ・ユ ーザの利 用状況見取図 〔金 融業(昭 和6ユ年)〕

デー タベース ・ユ ーザ の利 用状況 見取図 〔化学 工業(昭 和61年)〕 ………

29

0

0

3

3

表2-1

表2-2

表2-3

表2-4

表2-5

表2-6

表2-7

表2-8

表2-9

回答企業の業種別概要

データベ ースの契約業 者数 と契約 シス テム数

データベ ース利用金額(主 要5業 種)

データベース使用回数(主 要5業 種)

検索1回 当た りの データベ ース使 用金額(主 要5業 種)

オ ンライ ンの利 用形態

端末と回線速度(公 衆回線)

端末 と回線速度(専 用回線)

端末機の保有機能

6

9

2

2

3

7

8

0

1

1

1

1

1
↓

1

2

2



〈 第3章 〉

図3-1

図3-2

図3-3

図3-4

図3-5

図3-6

図3-7

図3-8

図3-9

図3-10

図3-11

図3-12

図3-13

図3-14

図3-15

図3-16

図3-17

図3-18

図3-19

図3-20

図3-21

図3-22

図3-23

図3-24

図3-25

商用 デー タベースの利 用理 由と満足度

データベース使用料 に対す る感想

使用料に対す る不満

高い印象のある料金品目

商用データベース利用の可能性

代行検索業者の利用について

代行検索を利用 していない理由

代行検索業者の利用理由

データベース検索技術者の過不足

検索技術者の現要員と不足要員

検索技術者の養成方法

「コマ ン ドが不統一 なので利 用 しに くい」 とい う状況 について

機能 ・操作性に関する指摘

蓄積データに関す る指摘

デー タベースを利用す るときに著作権を認識 して い るか

デー タベース発 展のための政府への要 望事項
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1.調 査 の 概 要

(1)調 査 目 的

わが国のデ ータベ ース ・サー ビスの利 用状況を把握す ると共 に,デ ータベ ース ・サー ビスに対

す るユ ーザの問題意識 を整理 し,さ らには,デ ータベース ・サー ビス業 に関す る動 向を把握 し,

データベース ・サー ビス産業 の振 興施策等 に資す る。

{2)調 査 期 間

昭和62年10月 ～11月

(3)調 査 対 象

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の ユ ー ザ お よ び ベ ン ダ 等2,876社

(4)調 、査 方 法

郵送 によ るア ンケー ト調査

㈲ 回 答 企 業 数

① デー タベース ・サ ー ビス に関す るユ ーザの意識 調査 ……592社(回 収率20.6%)

② デー タベース ・サ ー ビス業 に関す る調査90社

回答 企業の業種お よびその分布状況 は,第2章 以降の各該当す る個所で示す。

⑥ 調 査 内 容

{a}デ ー タベ ース ・サ ー ビスに関す るユーザ の意識調査

① 商用 データベ ースの利 用の推移

② 商用デ ータベースの利 用形態

③ 商用 デー タベースのオ ンライ ン利用の形 態

④ オ ンライ ンで利用 して い る端末機

⑤ 利 用 して いる通信回線の種類 ・選択理 由 ・評価

⑥ オ ンライ ン以外の 利用形態

⑦ 購入 して いる商用 デー タベースの媒体 とデータベース名

⑧ 商用デ ータベ ースの利用理 由 と満足度
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⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

⑳

⑳

⑳

⑭

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

向

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

利用金額の 多い商用 データベ ース名 と システム名

商用 データベースの使 用料 に対す る感想

代行検索業者の利 用状況

代行検索業 者の利用理 由

社内の検索技術者の養成

デー タベース検索 技術 者の過不 足

商用デー タベース ・サ ー ビスの利用料金 に関す る印象

商用デー タベース利用上 の問題点

デー タベース ・ディ レク トリの利用状況

利 用 して いるデータベー ス ・デ ィレク トリ

商用データベ ースを利用 して いない理 由

商用 データベ ースの利用予定

今後利用 した いデ ータベ ースの分野 と対象地域

著作権の認識 につ いて

データベ ース発展 のための政 府への要 望事項

イ ンハ ウス ・デ ータベース(企 業内デ ータベ ース)の 有無

イ ンハ ウス ・デ ータベースの構築年

イ ンハ ウス ・デー タベースの内容

データベー ス管理 システ ムの開発方法

イ ンハ ウス ・デー タベースの容量

イ ンハ ウス ・デー タベースの構築 ・運用 コス トに関す る構 成比

イ ンハ ウス ・デー タベース構築 ・運用の ための要 員育成

データベ ース ・サー ビス業 に関す る調査

サー ビス形 態 とその参 入時期

サ ー ビス してい るデー タベ ースの国籍

利用者の多 いデー タベ ース,分 野,種 類(形 態)

データベースのデ ィス トリビュー ションの方 法

企業 にお けるデー タベース ・サ ー ビスの位置づ け

総売上高 に占め るデータベ ース ・サー ビスの割 合

データベース ・サ ー ビスの売上高(構 成比)

データベース ・サ ー ビスの売上高の平均伸 び率(今 後5年 間)
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⑨

⑩

⑪

⑫

著 作権 に関す る トラブルの有無

デー タベ ースの構築 コス トの割合(構 成比)

デー タベ ース構築上 の問題点

デー タベ ース ・サー ビス業を営む上での今後の課題

σ)関 連 用語 の考 え 方

① 商 用デ ータベ ース ・サー ビス:

対 価を とって,ユ ーザの利用に供 す ることを 目的と したデー タベースの構築,提 供 などにか

か わ る活動の総称。具体的 には,プ ロデュー シング(構 築),デ ィス トリビュー ティング,代

行検索業 務,代 理店業務な どが あ ります。

したが って,社 内(イ ンハ ウス)デ ー タベースは除外 します。

なお,ビ デオテ ックス(キ ャプテ ン等)も 一種の商用デー タベース ・サー ビスですが・本 調

査で は除外 します。

② デー タベー ス ・システム:

デー タベースの構築,保 管,提 供,運 用等 にかかわ るシステム。例 えば,DIALOGデ ータ

ベース ・シス テムで は,200種 近 くの データベ ース ・ファイルを提供 して います が,シ ステム

と しては ひとつ に数 えます。

③ プ ロデ ューサ:

デー タベースを構築す る者。

④ デ ィス トリビュー タ:

自己の コン ピュー タを運用 し,プ ロデ ューサか らデー タベース ・フ ァイルを委 託 され,ま た

はプ ロデ ューサの データベ ース ・フ ァイルに接続 して,デ ー タベー スの情報 をユ ーザに提供す

る者。

⑤ 代行検索 業者:

他人 の情 報需要 に対 し検索の実行 を目的 として,デ ータベ ースの選択,フ ァイ ルの選択,検

索式 の作成,検 索の実行,検 索結果 の評 価,そ の他の検索 コ ンサル ティ ング等 の業務を行 う者。

⑥ 代理店:

デー タ権 利者ない しプロデューサの著作権事務 を代理す る者,ま た はデ ィス トリビュータの

営業事務 を代理 す る者。

⑦SDI(SelectiveDisseminationoflnformation):

あ らか じめ要望 した項 目にっ いて,検 索式 を保存 し,デ ー タベ ースが更新 され る毎に,ヒ ッ
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トした情 報 を定 期 的 に届 け て も らえ るサ ー ビス 。

.⑧ 検索 技術 者:

自らのあ るいは他人 の情報 ニーズに応 じ,デ ー タベースを選定 し・検索 式を作成 し・ デ　 タ

ベースヘ アクセス し,検 索 の評価がで きる者。

⑨ ク リア リング機能:

デー タベ ースの利用 に際 し,希 望す るデータベ ースの所在,内 容,料 金,使 用条件 などの案

内情報 を提供 す る機能の こと。

ク リア リング機能 を集中管理 して専用 に行 うセ ンターを ク リア リング ・セ ンタとい う。

⑩OJT(OntheJobTraining):

業務 を通 して,知 識 や技 術を習得す る方法。
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2.商 用 デ ー タベ ー ス の 利 用 の 現 状

今 回実施 した調 査によ ると,回 答 して きた企業の64.7%(383社)が デ ータベースを利 用 して お

り,昭 和61年 の同調 査結果58.2%(291社)と 比較 して も,ユ ーザが増加 して い る傾 向が明 らか で

あ る。

また,デ ータベース使用料 は,昭 和61年 度 の実績 と して国産 データベ ース と海外製 デー タベース

の合計が約14億6,000万 円(258社)と なってい る。 これを1社 当た りで みてみ ると,年 間約566

万 円とな り,昭 和61年 の同調査 にお け る518万 円の9.3%増 という結果 にな ってい る。 データベー

ス使用料 を国産 と海外製 に分 けてみ ると,国 産が全体 の65.696,海 外製 が34.2%で ある。 国内で

利用で き るデータベ ースの数 では,海 外製が全体の約8096と 優位 にあ るが,使 用料の点で は,国 産

が依然 と して好調で あ ることが分 か る。

川 デー タベー ス利用率

今 回のア ンケー ト調査 で回答 して きた企業 は592社 で あ り,業 種別 によ る内訳 は図2-1の と

お りで あ る。最 も回答 の多 か ったのが 「情報サ ー ビス ・ソフ トウェア ・情報 提供 業」の86社(14.5

%),次 いで 「化学 工業」 の77社(13%),「 学校 ・その他教育機関」の39社(6.6%)と な って

t(o⊃

ザ

の 他

28.5%

回答社数
592社

(77社)

(39社)

図2-1業 種別 回答企業

一5一



い る。今回の調査 で は,業 種を30に 分類 して行 ったが,「 鉱業」を除 く29業 種 か ら回答 を得てい

る。

回答企業の業種別概要 は表2-1の とお りであ り,全 業種平均で は資本 金が203億7,200万 円,

年 商5・517億2・100万 円(銀 行 は預傘 残高・保 険は契 約高・証券 は手 数 料収 入),従 業員 数

3,470人 となって い る。資本金 と従業員 数では 「電 力 ・ガス」,年 商では 「金融業」が それぞれ

最 も高 い数字 を示 してい る。

表2-1回 答企業の業種別概要

資 本 円
(百 万円)

年 商
(百 万円)

従 業 員 数
(人)

1.農 ・ 林 ・ 水 産 業 1,490 14,455 74

2.鉱 業 0 0 0

3.建 設 業 14,884 280,196 3,811

4.食 品 工 業 9,332 230,438 3,522

5.繊 維 ・ 紙 ・ パ ル プ 業 10,159 89,144 3,228

6.印 刷 ・ 出 版 業 5,128 93,160 1,859

7.化 学 工 業 11,115 167,818 2,494

8.ガ ラ ス ・ 土 石 製 品 業 6,908 88,518 2,991

9.鉄 鋼 業 54,292 407,879 10,012

1α 非 鉄 金 属 ・ 金 属 製 品 業 8,366 99,174 1,932

1L電 気 機 器 製 造 業 37,300 553208 14,636

12.'輸 送 用 機 器 製 造 業 21,943 494,838 8,980

13.機 械 ・ 精 密 機 器 製 造 業 8,300 136,300 3,661

14.そ の 他 製 造 業 3,975 72,399 1,765

15.商 業 14,083 1,740,665 3,416

16.金 融 業 33,274 4,361,848 4,881

17.証 券 業 250 9,478 216

18.保 険 業 20,870 2,103,040 6,292

19.不 動 産 業 40,645 114,700 928

20.運 輸 ・ 倉 庫 業 28,938 82,146 7,587

2L電 力 ・ ガ ス 338,137 1,416,457 20,367

22.新 聞 ・ 放 送 ・ 通 信 業 1,230 88,146 2,437

23情 報処理サービス晶 羅 薩 833 9,070 415

24.広 告 ・ そ の 他 サ ー ビ ス 業 1,334 123,768 1,203

25、 学 校 ・ そ の 他 教 育 機 関 1,700 42,100 353

26.病 院 ・ そ の 他 医 療 機 関 0 0 7

27.調 査 ・ 研 究 機 関 35,336 8,001 220

28.組 合 ・ 諸 団 体 83,941 226,076 379

29.政 府 ・ 地 方 公 共 団 体 4L200 0 934

30.そ の 他 20 66 12

全 業 種 平 均 20,372 551,721 3,470

(回 答0件)
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データベースを利 用 して いる業種別割合 は図2-2の とお りであ り,全 業種平 均 では64 .796の

企業が データベースを利 用 してい るとな ってい る。 この うち,回 答 の多か った上 位5業 種 を含め

た主要10業 種の データベース利用率 について,昭 和60年 か らの3年 間の経年変化 を示 したのが図

2-3で ある。 「電力 ・ガス」 および 「ガ ラス ・土石製品業」 は昭和61年 以降100%の 利用率 と

な ってお り,「 化学工 業」 と 「食 品工業」 につ いて も,今 回の調査 で90%を 超 えてい る。 この他

の業種 にっいて も,全 体的な傾向 と して は利用率が高ま って いる傾 向にあ ると考 え られ る
。
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図2-3主 要 業種 におけるデー タベース使用率 の変化

㈲ 利 用 して いるシステム数

表2-2は,デ ータベ ースの契約業 者数 と契約 システム数 を業種別 に示 した ものであ り,昭 和

61年 は実績,昭 和62年 は予定 の数 とな ってい る。昭和61年 の実績 で は,平 均4.9業 者 と契約 し,

平均5.8シ ステムを利用 した ことにな ってい る。 また,昭 和62年 の予定 と しては,平 均5.8業 者

と契 約 し,平 均6.2シ ステムを利 用す るとされてい る。契約業 者数で は 「鉄鋼 業」の8.0(昭 和

62年),シ ステム数で は 「食品工業 」の10.0(昭 和62年)が 特 に 目を引 く。
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表2-2 デ_夕 べ_ス の契約業者数 と契約 シス テム数(61年 は実績,62年 は予定)

業 種
契約業者数 契約システム数

61年 62年 61年 62年

1.農 ・ 林 ・ 水 産 業 0.0 α0 0.0 0.0

2.鉱 業 0.0 0.0 0.0 0.0

3.建 設 業 4.0 4.4 4.1 4.8

4.食 品 工 業 7.1 7.2 9.5 10.0

5、 繊 維 ・ 紙 ・ パ ル プ 業 5.3 6.8 6.1 8.0

6.印 刷 ・ 出 版 業 3.0 3.0 3.0 3.0

7,化 学 工 業 6.5 6.8 8.2 8.8

8.ガ ラ ス ・ 土 石 製 品 業 6.4 6.2 8.0 8.0

9.鉄 鋼 業 7.6 8.0 9.0 9.3

10、 非 鉄 金 属 ・金 属 製 品 業 4.1 4.1 52 5.6

1L電 気 機 器 製 造 業 5.4 5.4 6.7 6.8

12.輸 送 用 機 器 製 造 業 6.0 6.3 7.2 7.6

13.機 械,精 密 機 器 製 造 業 5.0 4.4 6.0 5.6

14.そ の 他 製 造 業 4.3 4.8 4.5 5.0

15.商 業 4.6 4.9 5.3 6.1

16.金 融 業 4.8 4.6 5.5 5.8

17.証 券 業 1.0 1.0 1.0 1.0

18.保 険 業 4.0 3.0 5.0 3.0

19.不 動 産 業 2.0 2.0 3.0 4.0

2α 運 輸 ・ 倉 庫 業 3.0 4.0 3.0 4.0

2L電 力 ・ ガ ス 7.4 6.6 8.0 7.3

22.新 聞 ・ 放 送 ・ 通 信 業 4.7 52 5.0 5.5

・・ 卵 響;三 福 提供業 4.2 5.0 4.9 6.0

24.広 告 ・そ の 他 サ ー ビ ス 業 3.8 3.6 4.3 4.0

25.学 校 ・そ の 他 教 育 機 関 4.0 4.5 4.4 5.2

26.病 院 ・そ の 他 医 療 機 関 2.0 2.0 2.0 2.0

27.調 査 ・ 研 究 機 関 4.1 3.9 4.7 4.2

28.組 合 ・ 諸 団 体 2.6 2.9 2.4 2.7

29.政 府 ・ 地 方 公 共 団 体 2.8 3.0 3.2 3.4

3α そ の 他 4.0 7.0 4.0 8.0

全 業 種 平 均 4.9 5.1 5.8 6.2

(記 入0件)

(回 答0件)

デー タベースの利用の拡大 に伴 って,こ れまで は確かに,業 者 と システムの数 に関す る契約数

は増加 の一途 をた どって きたが,今 後 はデータベ ース ・サ ー ビスにお け るゲー トウェイ機能等の

充実 によ り,利 用 に関す る契約形態 も変 わ って くるので,単 な る契約数 だけで は比 較が難 しくな

ることも考え られ る。
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(3)デ ー タベー ス使用料

データベー スの使用料(昭 和61年 度実績)は,回 答 して きた258社 全体で14億6.097万 円とな

ってい る(図2-4)。 この うち,国 産デ ータベースが9億5,878万 円で全体の65.6%を 占めて

い る。 国内で流通 して いるデー タベ ース数*の うち,国 産が20%で あ ることを考 えると,デ ータ

ベース市場におけ る国産 デー タベー スの健闘がよ く理 解で きる。 したが って,国 内で流通 して い

るデー タベースの うち,海 外製が80%と いって も,ユ ーザの使用料 でみてみ ると34.2%に 過 ぎな

いことにな る。図2--5は,昭 和60年 度 の調査結果 であ るが,ほ ぼ同様の傾向を示 してい る。

*:通 産省 「データベース台帳総覧」(昭 和61年 度版)

不明275万 円(0.2%)

図2-4デ ー タ ベ ー ス 数 と デ ー タ ベ ー ス 使 用 料(61年 度)
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データベー ス数 とデータベ ース使用料

出典:辮 ζ=震 嬬 縞 ㌫;繋 聾製煙罐)

関す るユーザの意識調査」昭和62年3月)

図2-5デ ー タ ベ ー ス 数 と デ ー タ ベ ー ス 使 用 料(60年 度)

表2-3は,主 要5業 種 にっいて データベースの使用料 とその伸 び率を示 した ものであ る。全

業種平均で は,昭 和61年 の実績 で566万 円,昭 和62年 の予定で は14.5%増 の648万 円とな ってい

る。 特に 「金 融業」 にっ いてみ てみ ると昭和61年 で1,429万 円,昭 和62年 で1 ,662万 円 といずれ

も平均 値の2.5倍 以上 の高 い値 を示 してい る。使用料が年間1,000万 円を超 える業 種があ るが,

これは,こ れ らの業種 の利 用形態 が他の業種 と大 きく異 な るこ とに起因す る もの と考 え られ る。

すなわ ち,シ ステム との接続が長時間にな ることが,た びたびあ ると予想で きる。

使用料 の年 間伸 び率 は,全 業種平均で14.5%で あ るが,「 情報処 理 ・ソフ トウェア ・情報提供

業」 は27.9%と 特 に高 い値を示 して い る。

表2-4は,主 要5業 種 にっいてデー タベースの使用回数 とその伸 び率 を示 した もので あ る。

全業種平均で は,昭 和61年 の実績で556回,昭 和62年 の予定で17.3%増 の652回 とな って い る。

「輸送 用機器製造 業」 だけが昭和6ユ年,62年 と もに2,000回 に近 い使用回数 にな って いるのが特

－ll一
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表2-3デ ータベース利用金額(主 要5業 種)

業 種
61年 実 績 62年 予 定 伸 び 率

(%)件数 国産(万 円) 件数 海外(万 円) 件数 合計(万 円) 件数 国産(万 円) 件数 海外(万 円) 件数 合計(万 円)

金 融 業 7 1,002 4 747 7 1,429 8 1,236 4 851. 8 1,662 116.3

電 力 ・ ガ ス 4 1,410 2 106 4 1,463 3 1,418 1 150 3 1,468 100.3

化 学 工 業 51 699 45 662 52 1,266 51 767 46 689 53 1,345 106.2

鉄 鋼 業 3 1,115 2 186 3 1,239 4 985 2 208 4 1,089 87.9

情 報 処 理 サ ー ビ ス ・

ソ フ トウ ェ ア ・情 報 提 供 業
26 378 17 177 28 458 27 417 18 285 28 586 127.9

全 業 種 平 均 385 293 566 441 335 648 114.5

注:有 効回答数が異なるため,国 産と海外の和と合計欄が一致 しない。

表2-4デ ータベ ース使用回数(主 要5業 種)

業 種
61年 実 績 62年 予 定 伸 び 率

(%)件数 国 産(回) 件数 海 外(回) 件数 合 計(回) 件数 国 産(回) 海 外(回) 合 計(回)

輸 送 用 機 器 製 造 業 4 1,374 3 638 4 1,853 4 1,448 4 545 4 1,993 107.6

化 学 工 業 41 499 36 650 41 1,070 40 539 36 669 41 1,114 104」

情 報 処 理 サ ー ビ ス ・
ソ フ ト ウ ェ ア ・情 報 提 供 業

22 443 15 155 24 503 22 830 16 217 23 945 187.9

電 気 機 器 製 造 業 22 709 18 216 23 848 22 762 16 218 23 881 103.9

鉄 鋼 業 3 879 2 200 3 1,012 4 700 2 219 4 810 80.0

全 業 種 平 均 369 304 556 453 317 652 117.3

注:有 効回答数が異なるため,国 産と海外の和と合計欄が一致しない。



徴で あ る。

表2-3と 表2-4か ら求め たのが表2-5に 示す業種別 の検索1回 当た りのデ ータベース使

用金額(昭 和62年 予定)で ある。全業種平均で は,検 索1回 当た り約1万 円 とな り,前 回まで の

調査 結果 とほとん ど変 わ らな い。業種別で は 「金融業」の7万4,900円 が 断 然 トップで あ り,

「電 力 ・ガス」の3万5,800円,「 鉄鋼業」の1万3,400円 とな ってお り,「 情報処理 サー ビス

・ソフ トウェア ・情報提供業」 は6 ,200円 と平均値以 下の値を示 してい る。

表2-5検 索1回 当た りのデー タベース使 用金額(主 要5業 種)(昭 和62年 度予定)

業 種
検索1回 あたりのDB使 用金額

(万 円)

金 融 業 7.49

電 力 ・ ガ ス 3.58

鉄 鋼 業 L34

化 学 工 業 1.21

情 報 処 理 サ ー ビ ス ・
ソ フ トウ ェ ア ・情 報 提 供 業

0.62

全 業 種 平 均 0.99

㈲ 利用 の多 いデー タベー ス とシステム

図2-6Cま,利 用金額 の多 いデータベースと して10社 以上の回答 があ った ものを示 してい る。

「JICST科 学技術文献 ファイル」,「 日本特許実 用フ ァイル」,「NIKKEI」 と上 位3つ を

国産 デー タベ ースが独 占 してお り,第4位 以 下に も国産 データベースが 結構食 い込 んで い るのが

目立 つ。

図2-7は,利 用金額 の多い システム として10社 以上 の回答があ った ものを示 して い る。上位

の シス テム は 「JOIS」,「DIALOG」,「PATOLIS」,「 日経テ レコ ン」,「NEEDS-

IR」 とな ってお り,DIALOG以 外 はすべて国内の システムとなってお り,こ こで も国内の シス

テ ムが健闘 して い る姿が証 明 されてい る。
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㈲ デー タベー スの利用形態

データベースの利 用形態 を,a)オ ンライ ン,b)オ ンライン ・バ ッチ併 用,'c)バ ッチ,の3つ

に分 けて示 したのが 図2-8で あ る。 昭和60年 以降3年 分の調査結果を比 較 してみ ると,オ ンラ

イ ンによ るデー タベースの利 用が増 加 し,バ ッチによ る利用が減少 してい るのがよ く分 か る。 昭

和62年 には,オ ンライ ンだけによ る利用 が68.4%と 高 くな って いるが,オ ンライ ン ・バ ッチ併 用

もオ ンライ ンの一部 としで考 えると,実 に97.9%が オ ンラインとな り,バ ッチだけによ るデー タ

ベースの利用 はほ とん どない とい うことになる。

昭和60年

(218社)
53.7%(117) 40.8%(89)

ノミ

ツ

チ

1

5

8、
1、 ll

5.5%(12)

、

、

昭和61年

(275社)

昭和62年

(383社)

オ ン ラ イ ン

58.6%(]61)

オ ンライ ン ・バ ッチ 併 用

37.8%(104)
3.6%(10)

0% 50%

29.5%

(113)
2.]%(8)

100%

図2-8デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 利 用 形 態(N=383)

次に,デ ー タベースの使用料 とユーザの利用形 態の関係 につ いて分析 してみ る。 ここで は昭和

6ユ年度 の実績 デー タ(図2-4参 照)を 用い ることにする。分析の結果 は図2-9の とお りで あ

り,利 用形 態 としては37.8%で 第2位 であ った 「オ ンライ ン ・バ ッチ併 用」が,使 用金額ベ ース

で は55.5%と 第1位 になってい る。 これ は,デ ータベ ースの購 入等 に伴 って発 生す る費用が少 な

くない ことによ るもの と考え られ る。
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0% 50% 100%

利 用 形態

利 用 金 額

(146.097億 円)

!

!

/ ノミ

!
!

オ ン ラ イ ンの み!オ ン ライ ン/バ ッチ 併 用
!

!
!

!

1ッ

1チ

i;
!

ノ
1

41.5% 55.5%
3.0
%

, ●
,

一(60 .689億 円)

}
一(81 ,041億 円)(4,367億

図2-9デ ータベ ースサー ビスの利用形態 と利用金額(昭 和6ユ年実績)

表2-6は,デ ータベ ースをオ ンライ ンで利用す る場合の具体的な形態を示 した ものであ る。

回答の92.2%が 「検索結果 を端末 に表示 して,プ リン トア ウ トす るのみ」 とい う基本 的利用 に限

定 されてい る。 しか し,ダ ウ ンローデ ィング等 の手段 によ り,何 らかの加工 処理を行 ってい ると

の回答 も20.1%に 達 してお り,今 後 はユ ーザに よる,よ り高度の データ利用が広 ま るもの と考え

られ る。

表2-6オ ンライ ンの利用形 態(N=373,複 数回答)

利 用 形 態
回答
件数

率(%)

端 末 表 示 と プ リ ン ト ア ウ ト 344 92.2

ダ ウ ン ロ ー ド し た の ち

端 末 機 能 に よ る 加 工
41 11.0

社内DB又 はファイルに格納して利用 34
・

9.1

そ の 他 14 3.8
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(6)使 用端 末 と通信 回線

.① 公 衆 回 線

表2-7お よ び図'2-10は,公 衆回線経 由でデ ータベ ースを使用 して いる端末機 と,そ の と

きの回線速度の関係 を示 した もので ある。回線速度 は,シ ステム側の仕様 に制限 され る場合が

あ り,ユ ーザ側か ら見れ ば,使 用す るシステムによ り異 な る回線速度 を選択 してい るのが実状

であ る。

表2-7端 末 と回線速度(公 衆 回線)

端 末 機
300b/も

(%)

1,200b/s

(%)

2,400b/s

(%)

2、400b/s〈

(%)

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 26.9 66.2 6.9 α0

専 用 端 末 機 66.0 31.9 2.1 0.0

そ の 他 3L3 31.3 25.0 12.5

計 35.4 57.7 6.5 0.5

300b/s

35.4%

2,400b/s

6.5%

2,400b/s<×

0.5%

1,200b/s

57.7%

図2-10回 線種別 と回線速度(公 衆回線)
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今 回の調 査結果 で は,パ ーソナ ル ・コ ンピュータでデー タベースを使 用す る場合 には1,200

b/s,専 用端末 機の場 合 には300b/sを 選択す る傾向にあ るといえ る。 全体 としては,公 衆回

線を1,200b/sで 使用 して いるユ ーザが57,7%に な ってい る。パ ー ソナル ・コ ンピュー タやモ

デム等のハ ー ドウェア,さ らには通信 ソ フ トウェア等が安 価で しか も高性能 な ものが提供 され

て きて いるので,今 後 はます ます1,200b/s以 上が主流にな って行 くと考 え られ る。

図2-11は,公 衆回線を選択 した主な理 由を示 してお り,「 経 費が安 い」,「 使用頻度(回

数)が 少ない」,「 手続 きが簡単で あ る」 とい った予想 された結果 にな って い る。一方,公 衆

回線に に対す る不満 と して は,「 ノイズ(雑 音)が 入る,文 字化けす る」が最 も多 く,「 応答

速度 が遅 い」が次 に指摘 されて い る。 しか し,「 不満 はあ るか」 とい う質問 に対 して,「 特 に

不満 はな い」 というユーザ もかな りあ るのは注 目に値す る(図2-12)。

100

50

経

費

が

安

い

図2-11

手
続
き
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単

で
あ
る
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用
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数
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少
な

い

導
入

(設
置

)
が

容
易

で
あ
る

公衆回線の主な選択理由

(上 位5項 目,複 数回答)

サ
ー
ビ

ス
業
者

の
指
定

100

50

社

ノ
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ズ

(雑
音
)
が
入
る

文

{子
化
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21一2図

応
答
速
度
が
遅
い

特
に
不
満

は
な
い

料
金
が
高

い

公衆回線に対する主な不満

(複 数回答)

の

他
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② 専 用 回 線

表2-8お よび図2-13は,専 用回線経 由で データベースを使用 して い るユ ーザの端末機 と

その ときの回線速度 の関係 を示 した ものであ る。 専 用回 線 を使用 して い るユ ーザ の うち,

9,600b/s以 上 を選択 してい るの は46.6%と な って い るが,一 方 で は2,400b/sで のユーザ も

40%お り,専 用回線が持 ってい る特性 を十分 に生か し切 っていないユ ーザ も多い。

表2-8端 末と回線速度(専 用回線)

端 末 機
2400b/s

(%)

4,800b/s

(%)

9.600b/s

(%)

9,600b/s<

(%)

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 50.0 0.0 50.0 0.0

専 用 端 末 機 33.3 26.7 33.3 6.7

そ の 他 40.0 0.0 60.0 0.0

合 計 40.0 13.3 43.3 3.3

4,800b/s

13.3%

2,400b/s

40.0%

9,600b/s

43.3%

図2-13回 線種別 と回線速度(専 用回線)
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図2-14は,専 用回線を 選択 した 主 な理 由 で あ り,「 コス トが安 い」,「 サー ビス業者の

指定 によ る」,「 高信頼 性」の順 にな って いる。 公衆回 線に対す る不満 と して 「料金 が高 い」

と回答 したユーザが14社 もあ ったのに比べ

て,専 用 回線 の選択 理 由と して 「コス トが

安 い」 が第1位 に ランク され たの は極 めて

対照 的な結果 と いえ る。 これ は,専 用回線

のユ ーザの中には,大 量デ ータを処理の対

象 と した り,長 時間使用す る場合が多 いこ

とによ ると考 え られ る。

③ 保有機能

データベースの端末 機が保 有 して い る機

能 を端末機種別 に示 したのが表2-9で あ

る。 これ によれ ば,全 体の88.0%が 「漢字

表 示可能 」であ り,「 画像表示 可能 」 も

37.9%に な って い る。 また,「 補助記憶装

置付」端末 も37.396に 達 してお り,ダ ウ ン

・ローデ ィング等の普 及 とともに ,こ の傾

向が強 ま ると考 え られ る。

5

ヒト

図2-14

コ
ス

ト

が
安

い

サ
ー
ビ
ス

業
者
の
指
定

高
信

頼

性

専用回線の主な選択理由
(複 数回答)

表2-9端 末機の保有機能(複 数回答N=334)

端 末 機
英 ・数 ・カ

ナの み(%)

漢字表示

可能(%)

画像表示

可能(%)

補助記憶

装置付(%)

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 28.7 93.4 43.7 46.1

専 用 端 末 機 41.7 74」 22.2 9.3

そ の 他 52.9 70.6 23.5 4].2

合 計 32.7 88.0 37.9 37.3
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(7)バ ッチ による利用形態

今回の調査で は,「 バ ッチ」 によ る利用2.1%,「 オ ン ライン ・バ ッチ併用」29.5%と い う結

果 になってい る。図'2-15は,バ ッチ によ る利用形態の分析 結果を示 した もので あり,「SDIサ

ー ビス」が38 .4%と,依 然 として このサ ー ビスのニ ーズが根強 い もので あるこ とが分か る。 この

他,「 商用 デー タベースを購入 し社 内で利用」が33.396と 高いこと,「 代行検索業者 に依頼」が

13.1%と それ程高 くない こと等が特徴 といえる。

50%

0

S

D

ー

サ

ー

ビ

ス

検
索
を
依
頼
し

出
力
結
果
を
郵
送

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
を

購

入
し
社
内

で
利

用

代
行
検
索
業
者
に

依
頼

図2-15バ ッチによ る利用形 態(複 数 回答

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス

業
者

へ
出

向

い
て
利
用

)99=N

そ

の

他

データベースを購入 してい る場 合の媒体につ いて分析 した のが図2-16で ある。MT(磁 気テ

ープ)が88%と 大部分 ではあ るが,フ ロ ッピィ ・デ ィスクの16%に 対 してCD-ROMで 購入 し

ているユ ーザが12%も い るという数字 は,今 後 の方 向性 を示唆 してい るの で はないか と思 われ

る。 また,MTの 具体的 内容 としては,RINGDOC,COSMOS,NIKKEI,JICSTフ ァイル

等の 購入が多 い。
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磁 気 テ ー プ

フ ロ ッピー

デ ィ ス ク

CD-ROM

88%

16%

12%

50 100(%)

図2-16デ ータベ ースの購入媒 体(複 数 回答N=25)

(8)デ ー タベース ・デ ィレク トリの利 用

何 らかの データベース ・ディ レク トリを利用 してい るユーザ は41.9%(155社)で あ り,昭 和

61年 の調査 結果46.0%(128社)と 大 きな差 は見 られ ない(図2-17)。 しか し,利 用 して い る

デ ィ レク トリは,国 内で 出版 された ものの比重 が高 ま ってきて い るのが特徴 といえ る。 その中で

デ ー タベ ー ス ・.ディ レク トリ

を利 用 して い る

41.9%

(155社)

夕 べ ー ス ・デ ィ レ ク ト リ

を 利 用 して い な い

58.7%

(215社)

図2-17デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ レ ク ト リの 利 用 状 況(N=370)
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も,特 に,通 産省の 「デー タベース台帳総覧」 は相変わ らず高率で79.8%め ユーザが利用 してい

.6と いう結果 にな って いる(図2-18)。

データベース台帳総覧
(通産省)

オ ンライ ンデー タベ ース ・

ディ レグ トリー

(東 洋経 済新 報 社)

DirectoryofOnline
Databases(Cuadra)

海 外/国 内 デー タベ ース

(エ ポ ック リサ ーチ)

EUSIDICDataBase
Guide(LearnedInf.)

50 100%

図2-18利 用 して い る デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ レ ク ト リ(N=154,複 数 回 答)

(9}今 後 利用 したいデー タベー ス

① 分 野

図2-19は,ユ ーザが今後 利用 した いデー タベ ースの分野 にっ いて回答 した結果で ある。

「ビジネス」が41.8%,「 自然科学 ・技術」が32.5%,「 一般」が21.6%と な って い る。

② 対 象地域

図2-20は,利 用 したいデー タベースの分野別 に,そ の対象 とす る地域を分析 した もので あ.

る。 全体の傾 向 として は,「 日本 を含 む全世界」 が39.6%と 第1位 で あ り,「 日本」 の37.3

%,「 アメ リカ」の12.9%と 続 いて いる。 割合 と して は低 いが,「EC諸 国」の7.096,「 ア

ジア」 の2.5%,「 共産圏等」 の0 .8%と,ニ ーズは全世界 に広が って いる。

特 に,「 ビジ ネ ス」分 野 にお け る対象 地 域は 日本」が 第1位 で あ り,「 自然科 学 ・技

術」 および 「社会科学 ・人文科学」分 野にお ける対象地域 は 「日本 を含 む全世界」が第1位 と
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な ってお り,ユ ーザのニーズがよ く結果 に表れて いるといえ る。

社会科学
人文科学2.9%そ の他1.1%

般

21.6%

回 答 社 数

427社

自然 科 学 ・技 術

32.5%

ビ ジ ネ ス

41.8%

図2-19今 後利 用 した いデ ータベースの分野(N-427,複 数 回答)

ぷ
ビ ジ ネ ス(955)

自然科 学 ・技 術(743)
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24.1 50.7 】2.7 8.3 26 一
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ノ 　

社会・学・人文営,,[=三===〔=三===ユ 目

そ の 他(25)

全 体

'

1

36.0 32.0 20.0 12.0

、 、、、/

1'6

L4

(ア ジア ・共産圏 等)

、'
　 ノ

　

・2284・[一 ・・
(%)

図2-20今 後利用 したいデー タベースの分 野とその対象地域

(N=427,複 数回答)
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図2-21は,特 に利用希望 の多か った細分野 について,そ の対象地域 を分析 した結果 である。

ほとん どの分 野で,「 日本」 およ び 「日本 を含 む全世界」・が対象地域 として選 ばれて いるが・

他の分野に比べて・「EC諸 国」,「 ア ジア」,「 共産圏等」 の諸国 も他の分野 に比べて高率で

選ばれてい るのが 「企業財務/企 業情報(外 国)」 と 「特許 」であ る。 これは・ 日本国 内やア

メ リカに比べ て,情 報 の入手 が難 しいことの証 明 に もな って いる。

＼ 地 域 日 本分 野

市 場/商 品(177)

ビジネス産業全般(160)

新 聞/雑 誌/ニ ュ ー ス(141)

科 学 技 術 全 般(131)

人物/機 関情報(120)

企業哩 垂情報(外 国)(1・8)

特 許(107)
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図2-21特 に利用希望の多い細分野とその対象地域

今後利用 したいデー タベースの分野 につ いて前 回(昭 和61年)の 調査結果 と比較 したのが図

2-22で あ る。今回 の調査 では,回 答数 が前 回よ り166社 増えてお り,そ れがその まま結果に

も反 映 されてい る。 すなわち,回 答 して きた企業の数が増加 しただ けで,上 位の順位 はほとん

ど変わ ってお らず,全 体的な傾向 に大 きな変化 は見 られない。
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市 場/商 品

ビ ジネス ・

産 業全般

新聞/雑 誌/ニ ュース

科学 技術 全 般

人物/機 関情報

企業財務/
企業情報(外国)

特 許

電気/電 子/情 報 7社)

1社)

50 100 150 180(社)

図2-22今 後利 用 した いデータベース(前 回 との比較 複数回答)

餉 デー タベー スの利 用状況 見取 図

ここでは,デ ー タベースの利用状況 にっいて,業 種間の比較を,次 の5つ の指標 によ り行 う。

a)契 約 システム数(5.8個)

b)契 約 業者数(4.9社)

c)デ ー タベース利用金額(566万 円)

d)デ ー タベース使用回数(556回)

e)検 索 技術者の要員 数(6.28人)

a)～e)の 標準 値 には,い ずれ も今 回の調査結果 よ り算出 した平均値を採用す る。a)～d)に

ついては,各 ユーザ におけ る昭和6ユ年度 の実績値,た だ しe)に つ いて は昭和62年 度 にお け る現

要員数(図5-2-10参 照)と す る。

図2-23に 示す見取図 は,平 均値 だけで示 した利用状況の平均像で ある。図2-24～28が 主要

5業 種 にっいて分析 した結果 の見取図 で ある。 「情 報処 理 サー ビス ・ソフ トウ ェア ・情 報 提供

業」 と 「調 査 ・研究機関」の2業 種 はすべ ての指標 について平均値 を下回 ってい ること,一 方,

「電 気機器 製造業 」 と 「化学工業」 の2業 種 はすべて の指標 につ いて平均値 を上回 ってい ること

一27一



が特徴 といえ る。

検索技術者の、

現要員数 、、

デ ー タベ ー ス・

使用 回数

'契 約業者数

図2-23デ ータベース ・ユーザ の利用 状況 見取図(平 均像)

検索技術者の

現要員数

ア 一 夕ベ ース

使 用 回 数(年 間)

契約業者数

デ ー タベ ース

利用 金 額(万 円)

図2-24デ ー タベース ・ユーザ の利 用状況 見取図

〔情報処理 サー ビス ・ソフ トウェア ・情報提供業(昭 和61年)〕

※現要員数 のみ 昭和62年
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図2-25デ ータベース ・ユ ーザの利用状況見取図

〔調査 ・研究機関(昭 和6ユ年)〕

※ 現要 員数 のみ 昭和62年

検索技術者の

親愛`」数

)
「

ス

μ

－
G

べ

数

タ

何
「
n

デ

吏

契約業者数

デー タベ ース

利用 金額(万 川)

図2-26デ ータベース ・ユ ーザの利用状況見取 図

〔電気機器製造業(昭 和61年)〕

※ 現要 員数 のみ 昭和62年
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検索技術者の

現要員数

デー タベ ース

使用 回 数(年 間)

デー タベ ース

利用 金額(万 円)

1,429

図2-27デ ー タベース ・ユーザの利凧状況見取図

〔金 融業(昭 和61年)〕
※ 現要員 数のみ 昭和62年

検索技術 者の
現要員数

データベース
使用回数(年間)

1,266
データベース

利用金額(万11j)

図2-28デ ー タ ベ ー ス ・ユ ー ザ の 利 用 状 況 見 取 図

〔化 学 工 業(昭 和61年)〕

※ 現 要 員 数 の み 昭 和62年
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3.商 用デ ー タベ ース 利 用 に 関す るユ ーザ の 意 識 動 向

データベースのユ ーザは,そ の利 用に際 して91.9%が 「情報入手 の迅速性」 に期待 して お り,そ

れ に対す る満足度 も55.3%と 高 い。使用料については,「 高い」 とい う感想 が30.6%で あるのに対

して,「 安 い」 と回答 したの はわずか1.3%で あ り,料 金 に対 す る割高感 は依然 と してあ る。

検索技術 者の現要員 は昨年よ り増 え6.28人 とな ったが,充 足す るには至 ってお らず,「OJT」 や

「外部 セ ミナーへ の派遣 」等 により研修が行われてい るのが実状で ある。

商用デー タベ ースを利用 して いな いユ ーザが35.3%あ り,し か もそ の主な理 由が 「利用の必要 が

ない」 とな ってい る。 今後 は,ク リア リング機能等のユ ーザ ・イ ンタフェースを持 った,よ り使 い

易 いシステムの開発 ・提供が,一 層 のデータベニスの普及の ためには必要で ある。

川 デー タベー スの利 用理 由 と満足度

デー タベ ースを利用 して い るユーザに対 して,そ の利用理 由 とそれに対す る満足度 を聞いた結

果 を分析 したのが図3-1で あ る。 これに よれば,利 用理由 として 「情報入手の迅速 性」と答 えた

のが91.1%(342社),「 情報 の網羅 性」 と答 えたのが76.6%(285社)で,上 位 に位置 してい

る。また,上 位4項 目にっいて,そ の満足度 をみてみ ると,上 位 の項 目ほど満足度が高 く,不 満

不 満

情報 入手 の迅速 性(342)満 足553% 普 通 401%
姐
%

/

情 報 の 網 羅 性(285)

募聖 日㌔ 分纏(143)

経 済 性(133)

哲酷 ㍗ り抜ぷ95)

図 書 館 の 代 用(69)
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図3-1商 用デ ータベ ースの利用理 由と満 足度(N=372,複 数回答)
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L

の度合いが低 い とい う現 象 にな ってい る。 商用デ ータベ ースに対す る期待 とそれに対 す る結果 が

ほぼ一 致 してい るのが現状 といえ る。

② デー タベースの使用料

〔1}では,「経済性」に関 して 「満足」 と回答 したユーザが16.5%,「 普通」が654%と ,合 わせて

81.9%の ユ ーザが特に不 満がない と して い る。 しか し,デ ータベースの使用料 とい う形 で改めて

聞 いてみ ると,図3-2の よ うに 「高 い」が30.696,「 どちらと もいえな い」が37 .296と な って

お り,使 用料 が 「妥 当であ る」 もし くは 「安い」 と回答 したユ ーザ は合計 して も32 .2%に 過 ぎな

いことが分 か る。 ただ し,前 回の調査 よ り有効 回答数 が100増 えたに もかかわ らず 「高 い」の比

率が10.3%も 減少 したということは,情 報 に対 す るコス ト意識がユーザーの中に育 って きて いる

と考 え られ る。

昭和61年

1.4%

昭和62年

1.3%

図3-2デ ータベース使用料 に対す る感想

(279社)

(379社)

さらに,使 用料に対す る不満 の内容 を具体 的に分析 したのが図3-3で あ る。過半 数の59 .8%

が 「従量制で あるが高 い」,ま た,37.5%の ユ ーザが 「基本料金が高 い」 として い る。

図3-4は,料 金 品 目か らみ て高 い印象の ある ものの分析結果で ある。 「情報料金」が特 に高

く72.6%と な ってい る。次 に高 い印象の ある項 目は 「通信回線」で41.4%,「 端末機器」で23.7

%と な って いる。 また,「 コス トを評価 して いな いので分か らな い」 も15.6%と 結構高 い割合で

ある。 なお,ユ ーザが選んだ順位 は,前 回の調査結果 と全 く同 じで ある。

また,仮 にデー タベースの使用料が今 よ り安 くな った場合 には,「 もっと使 う」が71.8%,

「そ うとは限 らない」が28.2%と いう結果 にな ってい る(図3-5)。
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図3-3使 用料 に対す る不満(N=112,複 数回答)
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図3-4高 い印象のあ る料金 品目(N=372,複 数回答)
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図3-5商 用デー タベース利用の可能 性

㈲ 、代行検 索業者 の利用

今回の調査で代行検索業者 を利 用 して いると回答 したの は10.7%(27社)で あ り,昭 和60年 の

調査か ら3年 続 けて減少 したこ とにな る(図3-6)。 この理 由を明 らか にす るには,代 行検索

業 者を利用 して いな い理由を詳細 に分析 す る必要が ある。図3-7は その結果で あ り,「 自社で

でき るので必要が ない」が第1位 で71.8%と な って いる。前回の調査で も同 じ理 由が第1位 とな

ってお り,し か も割合 も全 く同 じであ った。以 下,利 用 していない理 由な らびにその割合につい

て も,前 回 とほぼ同 じ結果 にな って い る。

図3-8は,代 行検索業者を利用 してい る理 由で あ り,「 データベ ースの利 用頻度 が小 さい」

が55.696,「 コス ト効 率が良 い」が40.796と 続 いてお り,第1位 にな った理由 は前回 と同 じであ

る。
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87.0%(188)

昭 和61年

(276社)

IL2

%

(31)
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(27)

図3-6代 行検索業者 の利用 につ いて
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図3-7代 行検索 を利 用 していない理 由(N=220,複 数 回答)
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代行検索業者の利用理由(N=27,複 数回答)

(4)検 索 技 術 者

データベース検索技 術者の過不 足にっ いては,45.496が 「不十分」,45.1%が 「十分」 と ほぼ

拮抗 して いる(図3-9)。 具体的な要員数 として は,現 要員が6.28人,不 足要 員が9.86人 とな

ってお り,前 回調査 に比べて,現 要 員および不 足要 員 とと もに大幅 な伸 びになって い る(図3-

10)。

図3-11は,検 索技 術者の養成方 法を示 した もので あ り,第1位 が 「OJT」 の64.5%,第2

位が 「外部セ ミナーへの派遣」の62.9%と な って いるが,「 一切行 っていない」 とい う回答 も

14.3%と かな り高い。 また,「 検 索技術者 を採用す る」 とい うのは1.3%の 低率で あ り,何 らか

の形で社 内か らの育成 とい うケー スが多 いよ うで あ る。
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デー タベース検索技術 者の過不足
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現要員 不足要員

図3-10検 索技術者の現要員と不足要員
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図3-11検 索技術 者の養成方法(N=377,複 数 回答)

(5)デ ー タベー ス利用上 の問題点

① コマ ンドの不統一 について

デ ータベ ース検索 用の コマン ドは,シ ステ ムごとに異な りほとん ど統一 されて いな い。利用

しに くいというユ ーザの指摘 が多 いが,図3-12は,そ のユーザ の声を分析 した結果で あ る。

「他の データベー スを検索 す る気が しな い」の10.8%と 「マニュアルを見て不 自由なが ら検索

して い る」の66.1%を 加 えると,76.9%の ユ ーザが コマン ドの不統一 に対 して何 らか の不満 を

持 ってい るといえる。一方 で は,「 不 自由は感 じない」が15.496と 高いが,こ れは,こ の問題

が検索 の専 門家 にと って はそれ程大 きな問題 にはな っていな いよ うであ る。
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マニ ュアルを見 て

不 自由なが ら検索 してい る

66.1%(244社)

図3-12「 コマン ドが不統一 なので利用 しに くい」 という状況につ いて

② 機能 ・操作性 に関す る指摘

図3-13は,機 能 ・操作性 に関す る項 目を,ユ ーザ の指 摘 が 多 か った順 に並 べ た結果 で あ

る。指摘が一 番多か ったの は,「 シソー ラスやキ ーワー ドの標準化 や拡充 の不 足」で あ り,全

体の77.496に もな ってい る。 また,「 検索機能 が不十分 」にっいて も,ユ ーザの過半数 が指摘

してい る(55.4%)。

「検索速度 が遅 い」,「 接続手続 きが煩わ しい」が上位 に並んでい るが,こ れ らについて は,

安価 な高速 モ デムと操作性の高 い通信 ソフ トウェアの普及 により,今 後改善 され てい くと考え

られ る。

③ 蓄積 デー タに関す る指摘

図3-14は,蓄 積データに関す る項 目をユ ーザの指摘が多か った順に並べ た結果 であ る。

「情報 源の網 羅性 に欠 ける」が4ユ.596,「 遡 及期間が短 い」が40.7%,「 分野の網羅 性に欠 け

る」が32%と な って い るが,こ れ は,あ らゆ る意味で網羅性 を要求 して い るユーザの不満 を表

わ した結果 と もいえる。
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(6)著 作権 の認 識 につ いて

データベースを利 用す るときに 「著 作権を認識 してい る」ユーザは76.2%で あり,「 認識 して

いない」ユ ーザは23 .8%と な ってい る(図3-15)。 「認識 していない」 比率が未だ23.8%も あ

るとい うことは,デ ー タベースのユ ーザにお いて は,著 作権 に関す る認識が十分 育 って い るとは

決 して いえな い。 デ ー タベース産業の健全 な発 展のため には,著 作権 に関す るよ り一 層の啓蒙が

必要 と思 われ る。

23.8%

(119社)

回 答 社 数

499社

認 識 し て い る

76.2%

図3-15デ ータベースを利用す るときに著 作権 を認識 してい るか

(7)デ ー タベー ス発展 のための政府へ の要望事項

データベース発展 のた めに政府 に要望す る事項 と して は,主 に次 の2つ が 指摘 され た。第]

は,「 政府保有情報 のデ ータベース化 と民 間へ の提供」 であ り,73 .2%の ユ ーザか ら要望 が出 さ

れ た(図3-16)。 政府*の 最近 の動きをみて いる と,政 府保有情報 のデー タベ ース化計 画 も具

体化 して きてお り,今 後 は民 間提供 も含めて改善が期待 され る事項 といえ る。

*昭 和62年12月,政 府 は各 省 庁 の デ ー タ ベ ー ス整 備 に関 す る基 本 方 針 を ま と めた
。 そ の 中 に,各 省 庁 が 保 有

して い る 行 政 情 報 デ ー タの磁 気 テ ー プを 民間 に提 供 す る こと,が 盛 り込 まれ て い る。
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共 デ タよ優 個 ア 援
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1蓬 難 竃iil
進術 助デ等 確シ 強 な
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デー タベース発 展のた めの政府への要望事項

(N=504,複 数 回答)

そ

の

他

第2は,「 操作性向上 のための標準 化の促進」でユ ーザの64.9%が 要 望 している。 コマ ン ド,

シソー ラスおよびキーワー ド等,標 準化 に関 しては幾 つかの課 題があ り,一 つ一つが相当な検討

期間を要す る問題 であ る。 コマ ン ドにつ いて は,デ ー タベース ・ア クセ ス 用言 語 の標 準 化 問題

(ISO,JIS)を 含 めた形 で検討 してい く必要 が ある。

(8)商 用デー タベー スを利用 していな い理由

今回 の調査時点(昭 和62年11月)で,商 用 データベ ースを利用 していない と回答 したユーザ は

全体の35.3%(209社)で あ った。 この うち,利 用 していない理 由を具体 的に回答 したのが205

社あ り,そ の結果 は図3-17に 示 す とお りで あ る。

理由の第1位 は,前 回の調査 と同 じ,「 利 用の必要 がな い」(47.8%)で あった。 「情報料金

が高い」(29.3%),「 データが不十分 」(18.596)等 の理 由 も上 位 に ランク されてい るが ・第

2位 に 「必要 なデー タベースが ない」(42.496),第6位 に 「利用 の方法が分か らない」(11.2

%),さ らに は第7位 に 「存在が分 か らな い」(9.8%)が 入 ってい るとい うことは,ク リア リ

ング機能 の充実を含 めた,デ ー タベ ースの普 及 ・広報 活動の重要 性を改めて認識 す る必要が あろ

う。
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商用データベ ースを利 用 して いない理 由(N=205,複 数 回答)図3-17

「条件が整えば利用す る」が前回また,今 後 商用デー タベースを利用す る可能性については,

「使 う予定 は全 くな い」 と回答 したユ ーザ は前の29.4%か ら43.3%へ と 向 上 し た が,一 方 で は,

回(29.9%)と ほ ぼ 同 じ31.396で あ っ た(図3-18)。

(20831.3%(65i土)25.5%(53ト 土)43.3%'(90トh)(今 回)

(197社)

■1

/

1/近 、将綜 は
1条 件が整 えば利用 す る!

1!!棚1を 検討すると思う

1/
/
'

使 う予定 は全 くな い

|

29.4%(58社) 40.6%(80社) 29.9%(59社)
(前回)

今後 商用データベース を利用す る予定図3-18
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(9)イ ン ハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス(企 業 内 デ ー タ ベ ー ス)に つ い て

① イ ンハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス の 概 要

イ ンハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス を 持 っ て い る企 業 は 全 体 の57.0%で あ る こ と(図3-19),そ の

デ ー タ ベ ー ス を 構 築 した 年 は 昭 和57年 以 前 が48.2%,昭 和58年 以 降 が51.8%で あ る こ と が 調

査 の 結 果 明 らか に な っ た(図3-20)。 ま た,イ ンハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス の ア プ リケ ー シ ョ ン

(適 用 業 務)と して は,「 人 事 管 理 」 が33.4%,「 顧 客 管 理 」 が33.1%,以 下 「資 料 整 理 」

28.8%,「 在 庫 管 理 」27.5%,「 財 務 会 計 」26.6%と な っ て い る(図3-21)。 商 用 デ ー タ ベ

ー ス と して は ニ ー ズ の 高 い 「特 許 情 報 」
,「 人 物/会 員 情 報 」,「 企 業 信 用 」 の デ ー タ ベ ー ス

が,イ ンハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス と して は 構 築 例 が あ ま り な い こ と も明 ら か に な っ た 。

イ ンハ ウ ス'

デ ー タ ベ ー ス を

持 っ て い な い

43.0%

(248社)

回 答 社 数

577社

イ ンハ ウ ス'

デ ー タベ ー ス

を 持 っ て い る

57.0%

(329社)

図3-19イ ンハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス の 保 有 状 況(N-577)

次 に,イ ンハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス を 規 模(容 量)で 分 類 して み る と,図3-22の よ う に な

り,100Mバ イ ト未 満 が39.1%,100Mバ イ ト以 上 が60.9%,し か も1Gバ イ ト以 上 が31.196

あ り,大 規 模 な デ ー タ ベ ー ス が 相 当 あ る こ と が 分 か っ た 。
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図3-22イ ンハ ウス ・データベ ースの規模(容 量)別 分布 状況(N=235)

② デー タベース管理 システム

イ ンハ ウス ・デー タベースを運 用す るためのデ ータベ ース管理 システム は,「 自社 開発 」に

よるのが57.7%,「 購入」によ るのが41.1%と な って いる(図3-23)。 購入 して いるデータ

ベース管理 システムの種類 は相当数 あるが,中 で も関係(リ レー ショナ ル)型 の ものが多いの

が特徴 とい える。

両方0,9%(3社)

購 入

4L4%

(132社)

回 答 社 数

319社

自 社 開 発

57.7%

図3-23デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム の 開 発
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③ デー タベースの構築 ソフ ト

イ ンハ ウス ・デー タベースの構築および運 用 コス トとその構成比 は,図3-24に 示す とお り

で あ り,こ れよ り次の ことがいえ る。 まず,「 デ ータ収集 ・購入」 と 「デ ータ更新」の合計が

データベース維持のための コス トと考 え るな らば,デ ータベース運 用開 始後 も 「データ更新」

コス トを中心に決 して減少 す ることはない とい うこと。 また,そ のための コス トは,構 築時に

47.7%,運 用 中の昭和61年 度に は56.9%と 高 い割 合 にな って い るこ とで あ る。 一方,社 内要

員育 成のための コス トは約11%と ほぼ一定 であ る。

インハ ウス ・デー タベー ス

構 築 時

運 用 時

(昭和61年 度)

47.7

30.0 17.7 32.6 11.0 8.5

`ll
ll、ll

、
、

、
'、

1、

デ_タ 収 集 ・購 入'デ ー タ更 新 、 通 信 機 器 ・設 備
'、

|

↓

l

l社 内 そ

i要暑;;
ll、lll
1'、lll
1'、|1|
1'、lll
1'、1| 1

24.5 32.4 23.8 11.6 7.4

56.9

(%)

(%)

図3-24イ ンハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス の 構 築 ・運 用 コ ス トと そ の 構 成 比

④ 要員の育成方法

データベース運 用のための コス トにおけ る構成比 として は,約11%に 過 ぎない要員の育成方

法を分析 したのが図3-25で あ る。 これによれば,「OJT」 によ るのが大部分(64%)で あ

り,以 下 「外 部講習会に参加する」(48%),「 社 内研修 」(44.7%)と な ってお り,「 特に何

も行 わない」 で 自主 性等 に任 せ るのが12.3%と な っている。
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図3-25 データベ ース構築 ・運用の ための要員育成方 法
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4.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 業 に 関 す る 動 向

商 用デー タベースの利用動向を把握 す るために,「 データベース ・サー ビス業 に関す る調査」 を

実施 した。 この調 査は,第2章 および第3章 で紹介 した 「データベース ・サー ビスに関す るユ ーザ

の意識調査」 と併 せて実 施 した もので あ り,90業 者か らの有効回答 を得 た。

以 下で は,こ の ア ンケー ト調査 を もとに分析 した結果を紹介す る。

(1)回 答企業 の概要

今 回の ア ンケー ト調査では,90の 企業 か ら有効 回答 を得 た。これ らの 企業 を,サ ー ビス形態別

に分類 したの が図4-1で あ り,「 プロデ ューサ+デ ィス トリビュータ」が最 も多 く21社(233

%),次 に 「代行検索業 者」19社(21.1%),「 プロデ ューサ」17社(18.8%o)と 続 いてい る。最

も少ないのが,「 代理店」 を専業 とす る企業で,わ ずか2社(2.2%)で あ った。なお,こ こで

「その 他」 とあ るのは,図4-1に 示 した9つ のサー ビス形態 にあ てはま らない 企業 であ る。

2社(2.2%)

プロデューサ+
ディストリビュータ+

代行検索業者+代 理店

4衣r
4

そ の 他

7社(7 .7%)

鍵裂

プ ロ デ ュ ー サ

十

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ

回 答 社 数

90社

プ ロ デ ュ ー サ

17社(18.8%)

図4-1回 答企業の業種別割合
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表4-1は,サ ー ビ ス 形 態 別 に み た 企 業 の 概 要 で あ り,全 体 平 均 で1ま,資 本 金 が195億2,500

万 円,年 商9,996億7,300万 円,従 業 員 数1,499人 と な っ て い る 。 最 も回 答 の 多 か っ た 「プ ロ デ

ュ ー サ+デ ィ ス ト リ ビ 三 一 タ 」 は,資 本 金191億700万 円,年 商2兆7,534億7,800万 円,従 業

員 数1,909人 で あ る。 な お,こ こ で 示 して あ る 「年 商 」 と 「従 業 員 数 」 は,企 業 全 体 と して の 値

で あ り,「 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 」 に 関 連 す る もの だ け で は な い 。

表4-1回 答企業の サー ビス形態別概要(N=90)

資 本 金
(百万円)

年 商
(百万円)

従 業 員 数
(人)

平 均 平 均 平 均

プ ロ デ ュ ー サ 5aoO5 539,054 850

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ 85,194 1,511,768 14,605

代 行 検 索 業 者 37 514 42

代 理 店 41,450 7.128917 3,753

プ ロ デ ュ ー サ+デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ 19,107 2,753,478 1,909

プ ロデ ュ ーサ+デ ィス トリビ ュ ー タ
+代 行 検 索 業 者

1,183 24,777 825

フ濡 藩 麩 話 銚 リビ　 夕 1,624 8,495 411

プ ロ デ ュ ー サ+代 行 検 索 業 者 756 1,620 25

代 行 検 索 業+代 理 店 1,511 28945 610

そ の 他 740 9,525 411

全 業 種 平 均 19,525 999β73 1,499

表4-2は,サ ー ビス形態別 の参 入時期を示 した もので あ り,「 プロデューサ+デ ィス トリビ

ュータ」の ように2っ のサ ービス形 態を持つ企業にっ いて は,そ れぞれの サー ビス形態別 の参入

時期 を調査 した。

現在 活動 してい る企業をサ ー ビス形態別 に見てみ ると,プ ロデ ューサが58社,デ ィス トリビュ

ータが42社 ,代 理店が15社,代 行検索業 者が36社 とな る。 各サー ビス形 態 ごとに,累 積の企 業数

が6096を 超 えた年度 をみてみ ると,プ ロデ ューサとデ ィス トリビュータが昭和59年,代 理店 と代

行検索 業者が昭和60年 と,こ の2年 に集 中 してい る。 また,全 体の半数近 い48.3%(延 べ151社

中73社)が,昭 和59年 か ら61年 までの3年 間に集 中 して いるの も際立 って いる。すなわ ち,昭 和

59年 頃 か らデー タベース ・サー ビス業 は成長期に入 った といえ るので はな いか。
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表4-2サ ー ビス形態別参入 時期(複 数回答)

一

日

ー

53年 以前, 54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年 61年 62年

回答
数

累積
(%)

回答
数

累積
(%)

回答
数

累 積
(%)

回答
数

累 積
(%)

回答
数

累 積
(%)

回答
数

累 積
(%)

回答
数

回答
数

累積
(%)

回答
数

累積
(%)

回答
数

累積
(%)

プ ロ デ ュ ー サ

(58)
13 22.4 4 29.3 2 32.8 5 4L4 3 46.4 1 48.3

累 積

(%)

11167,2・7

876. ..3

53.3

79.3 10 96.6 2 100

デ ィス ト リビュ ータ

(42)
1σ 23.8 4 33.3 1 35.7 4 452 3 52.4 2 57.1. 83.3 6 97.6 1 100

代 理 店

(15)
5" 33.3 1 40.0 0 1 46.6 0 0 1 5 86.7

iiii
慈

69.4

2 100 0

代 行 検 索 業 者

(36)
3 8.3 3 16.6 0 2 22.2 4 33.3 1 36.1 3 44.4 9 8 88.8 3 100

合 計

(151)
31 12 3 12 10 4 23 24 26 6



{2)デ ー タベー ス ・サー ビスの概要

現在,企 業がサ ー ビス してい るデー タベー スの国籍にっいて分析 したのが図4-2で あ る。

「国産 データベース」'だけの 企業が602%と 高 く,「 国産 と海外製 」の両方 の デ ー タベ ー ス を

サー ビスしている企業 は36.4%,「 海外製 」 だけの データベ ースをサー ビスしてい る企業 は

3.496と な って いる。 「ユ ーザの意識 調査」にお いて も,国 産 データベ ースの健闘がよ く分か っ

たが(図2-4参 照),デ ー・一夕ベース ・サ ー ビス業の立場か らみて も,や はり国産 データベ ース

の 占め る位置が大 きい ことが分か る。

方

36.4%

⑳

国 産 デ ー タ ベ ー ス

60.2%

図4-2サ ー ビス して い る デ ー タ ベ ー ス の 国 籍

図4-3は,デ ィス トリビュー タか ら見た利 用者の多 いデー タベースを示 してい る。 「ビジネ

ス」が34.2%で 第1位,以 下 「自然 科学 ・技術」30.3%,「 一般」23,796,「 社会科学 ・人文科

学」10.5%と な って いる。 この1順位 は,「 ユ ーザ の意識調査 」におけ る 「ユーザが今後 利用 した

いデータベ ースの分 野」(図2-20参 照)に 関す る調査結果 と全 く同 じで あ る。 したが って,デ

ィス トリビュータか らみて最 も使 われて い ると考 えてい る 「ビジネス」分 野のデ ータベースが,

今後 もユ ーザ の利用が最 も多 く期 待で き る分野 とい うζとにな る。

図4-4は,や はりデ ィス トリビュー タか ら見て利 用者の多 いデー タベーろの種類(形 態)で
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そ の 他

1.3%

社会科学 ・

人文科学

10.5%

自然科学 ・技術

30.3%

図4-3デ ィス トリビュータか ら見た利 用者の多い 分野

数 値

12.9%

そ の 他

11.4%

48θ

号

図4-4デ ィス トリビュータか らみた利用 者の多 いデータベースの種類(形 態)

一53一



ある。

テキス ト関連 のデータベースが75.7%,数 値関連の デー タベースが42.9%と なってい るが,今

後 は数値 関連 のデータベースの伸 びが大 きい と考 え られて いる。

(3)デ ー タベー スの構築 とデ ィス トリビz－ シ ョン

デ一 夕ベ ースのデ ィス ドリビュー シ ョンの方法 について調査 した結果が図4-5で あ る。 すな

わ ち,プ ロデ ュース したデータベースを 「自社」 だけでデ ィス トリビー ションす るのが46.5%と

最 も多 く,「 自社+他 社」 によ るデ ィス トリビュー シ ョンが22.4%と 続 いて いる。 「2社 以上 の

他社」によ るディス トリビュー ションの形 態 も12.1%と かな りあ るが,何 らかの形 で 「自社 」が

デ ィス トリビュー シ ョンしてい る割 合は68.9%と 高 い結果 にな ってい る。

プロデ ューサがデータベースを構築 す るときの コス トの割合(構 成 比)を 示 したのが,図4-

6で あ る。 それによれば,い わゆ る 「システム開発 」費が22.5%,「 データベース構築」 費 が

55.7%,「 運用」が17.7%と な って い る。 やはり,デ ータベ ース構築 のための コス トの割合が高

く過半数 にな ってい る。 「ユーザの意識 調査」にお け る[イ ンハ ウス ・デ ータベ ースの構築 ・運

用コスト」(図3-24参 照)の 分析結果 で も,「 データベースの構築 ・維持 コス ト」が構築時で

47.7%,運 用時で56.9%と,プ ロデ ューサに対す る調査結果 に近 い値を示 して いることが分 かる。

㌃ 自社+他 社
●22

.4%

φ9

(b(も

図4-5プ ロ デ ュ ー ス し た デ ー タ ベ ー ス の デ ィス ト リ ビュ ー シbン の 方 法
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17.7

%〉 ミ

《9亘ジ 雇

図4-6

回 答 社数

ネ奪
奏

デ 、 タ 収 集

12.6%

66.1%

プ ロデューサか らみ た

データベース構築 コス トの割合(構 成比)

㈲ 企 業 にお けるデータベー ス ・サー ビスの位置づ け

① 現在 と将 来の位 置づ け

図4-7は,企 業にお いて データベース ・サー ビスを 「主力 ビジネス」 と考えてい るか ど う

か の調査 結果 で ある。 これ は,全 企業 の平均 的な姿 を示 した もので あ り,現 在,「 主力 ビジネ

ス」 と考 えて いるのが36.4%,将 来 「主力 ビジネス」にな ると考 えてい るのが51.8%と 約15%

の伸 びにな って いる。 サー ビス形態別 の位 置づ けについて は後述す る。

現 在

将 来

その
主力 ビジネス 主力 ビジネスでない 〆

36.4 56.8

、1
＼

＼

＼

＼

＼

＼
'

＼ !

51.8 37.3 10.8

6.8

図4-7デ ータベース ・サービスの位置づ け(現 在 と将来N=88)
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② 売 り上 げに 占め る割 合

図4-8は,総 売上 高に 占め るデ ータベ ース ・サ ー ビスに関す る割合をサ ー ビス形態別 に示

した もので ある。 全形 態の平均 は11.1%で あるが,最 も高 い割合なのが 「プ ロデューサ+デ ィ

ス トリビュータ+代 行検索業」の29.3%,次 いで 「プロデ ューサ+デ ィス トリビュータ+代 行

検索業+代 理店」の25.0%,「 代行検索業」の21.5%と な ってい る。一番低 いのが 「デ ィス ト

リビュータ」 と 「代理 店」で5.O%で ある。

プ ロ デ ュ ー サ+

デ ィ ス トリ ビ ュ ー タ
+代 行 検索 業

プ ロデ ュ ー サ 十

デ ィス トリ ビ ュ ー タ+

代 行 検 索 業+代 理 店

代 行 検 索 業

そ の 他

代 行 検 索 業+代 理 店

プ ロ デ ュ ー サ

プ ロ デ ュー サ+

デ ィス トリ ビ ュー タ

プ ロ デ ュ ー サ

+代 行 検 索 業

デ ィ ス ト リビ ュ ー タ

代 理 店

11.150

(平 均 値)(%)

図4-8サ ー ビス 形 態 別 ・売 り上 げ に 占 め る デ ー タ ベ ー ス の 割 合(N=78)

③ 売 り上 げに 占め る国産 デー タベ ースの 占有率

デ ータベ ース ・サー ビスにお ける売上高(構 成比)を,「 国産 データベース」 と 「海外 デー

タベ ース」 に分けて示 したのが図4-9で ある。売上 高の うち国産 データベースが 占有 してい

る率(国 産比率)は,全 形態平均で83.1%と 高率 にな ってい る。 国産比率が平 均値以上のサ ー

ビスの形態 は,「 プ ロデューサ」(100%),「 プ ロデューサ+デ ィス トリビュータ」(97.8

%),「 プロデ ューサ+デ ィス トリビュー タ+代 行検索業」(94.2%),お よ び 「デ ィス トリ

ビュー タ」(90 .O%)の4つ であ る。 なお,「 代理店」 を専業 とす る企業か らの 回答 は2件 で

あり,そ の いずれ もが国産比率は0%で あった。
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プ ロ デ ュ ー サ

プ ロ デ ュー サ+

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ

プ ロ デ ュー サ 十

デ ィ ス ト リ ビュ ー タ
+代 行 検 索 業 者

デ ィ ス ト リ ビ ュー タ

代 行 検 索 業 者

プ ロデ ュ ー サ 十
+イNこそ・了L検索 業 者

プ ロデ ューサ 十

ディス トリビュー タ 十

代 行 検 索 業 者+代 理 店

そ の 他

代 行 検 索 業 者
+代 理 店

代 理 店

0 50 83.1

(平 均)

100.0

7.8

100(%)

図4-9デ ータベース売上 高にお け る

国産 データベ ースの 占有率(国 産化率)

④ 今後5年 間の売 り上 げ伸 び率

図4-10は,今 後5年 間 の売 り上 げの平均伸 び率 を示 した もので あ り,「 デ ィス トリビュー

タ」(26.O%),「 プ ロデューサ+デ ィス トリビュータ+代 行検索業+代 理 店」(19.8%),

「代 行検索業」(15.9%)と な ってい る。図4-9に 示 した 「売 り上 げに 占め るデータベース

の割 合」 との関連 は明確で はないが,「 プ ロデ ューサ+デ ィス トリビュー タ+代 行検索業+代

理店」 と 「代 行検索業」の2形 態が両方 の調査結果でそれ ぞれ第2位,第3位 に ランク され て

い ること,「 代理店」が最 下位 に ランク されてい ることが特徴 といえ る。
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デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ

プ ロ デ ュ ー サ 十

デ ィス トリ ビュ ー タ+

代 行 検 索 業 十 代 理 店

代 行 検 索 業

プ ロ デ ュ ー サ 十

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ

代行検索業+代 理店

プ ロ デ ュ サ

そ の 他

プ ロデューサ 十

デ ィス トリビュータ
+代 行検索業

プ ロデ ューサ
+代 行検索業

代 理 店

(14.7平均値).㌦)

図4-10サ ー ビス形態別売 り上 げの伸 び(今 後5年 間の平均,N・=80)

⑤ 売 り上 げに関す る総合 見取図

ここで は,デ ー タベース ・サー ビス業者の売 り上 げ に関す る動向 を把握す るた めにサー ビス

形態間の比較を,次 の3指 標によ り行 う。

a)売 り上 げに占め るデ ータベ ース占有率(IL1%)

b)デ ータベース ・サー ビスの売上 高に占め る国産 デ ータベ ース(83・1%)

c)今 年5年 間の売 り上 げ平均伸 び率(14.7%)

a)～c)の 標準値 には,い ずれ も今回の調 査結果よ り算 出 した平均値 を採用す る。図4-11

に示す 見取図 は,平 均値 だけで示 した売 り上げ に関す る動向の平均像で あ る。図4-12～20が

9個 の サー ビス形態 にっいて分析 した結果 の見取 図で あ る。
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デ ー タ ベ ー ス 占 有 率

11.1%

83.1%14
.7%

平確 率 国産㌃㌫ 一

図4-11デ ータベース ・サー ビス業 者 の売 り上 げ見取 図(平 均像)

13.6%

5年 間

平均f申び 率

図4-12

ス一

%

べ
率

3

タ
有

L

」
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ー

テ

＼

データベース ・サービス業者の売 り上 げ見取図(プ ロデューサ)
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26.O%

国産 デー タベース

占有率

図4-13 デー タベ ース ・サ ー ビス業 者の売 り上 げ見取 図

(デ ィス トリビュータ)

5年 間
平均伸び率

図4-14

づ
%
嚥

賠
ぱ

国産 デ ータベース
占有 率

データベース ・サー ビス業の売 り上 げ見取図

(代 行検索業者 り
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0

デ

、

、
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、

、

、

、

、

%00

3.O%

5年 間 国産 データベース

平均伸 び率 占有率

図4-15デ ー タベ ース ・サ ー ビス業 者の売 り上 げ見取図(代 理 店)

デ ー タ ベ ー ス 占 有 率

10.3%

5年 間 国 産 デ ー タ ベ ー ス

平 均 伸 び 率 占 有 率

図4-16デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 業 者 の 売 り上 げ 見 取 図

(プ ロ デ ュ ー サ+デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ)

-61一



ス

ー

一
率

べ

有

夕

占
一デ

認 跳,国 産データ線

図4-17デ ー タ ベ ー ス ・サ ーービス 業 者 の 売 り上 げ 見 取 図

(プ ロ デ ュ ー サ+デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ+代 行 検 索 業 者)

国産データベース占有率

5年間平均伸び率

図4-18デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 業 者 の 売 り上 げ 見 取 図

(プ ロ デ ュ ー サ+デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ+代 行 検 索 業 者+代 理 店)
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11.5%

5年 間平均伸 び率

図4-19

ス

率
一
有

べ
占

%

夕
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一
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デ

、
、

デ ータベ ース ・サー ビス業 者の売 り上 げ見取 図

(プ ロデ ューサ+代 行検索業 者)

15.O%

5年 間

平均伸 び率

図4-20

データベース
占有率

国産 データベ ース
占有率

データベ ース ・サー ビス業 者の売 り上 げ見取図

(代 行 検索業者+代 理店)

36.6%
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⑥ 企業の方 針 と売 り上 げの関係

表4-3は,デ ータベース ・サ ー ビスを 「主力 ビジネス と考えてい る」かど うか と,「 売 り

上 げ」 との関連 を',現 在 と将 来にっ いて比較 した ものであ る。 「現在」 について は,「 主力 ビ

ジネスと考えてい る割 合」 と 「売 り上 げに 占め るデ ータベ ースの割合」 との比較を行 う。 また,

「将来」にっいては,「 主 力 ビジネス と考えてい る割合」 と 「今後5年 間の平均売 り上 げ伸 び

率」 との比較 を行 う。

表4-3デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス の 位 置 づ け

サ ー ビ ス 形 態

現 在 将 来

現在主力 ビジネ
スと考えている

(%)

総売り上 げの う
ちデータベース
の占める割合働

将来の主力ビジ
ネスと考えてい
る(%)

今後5年 平均の
売り上げ伸び率

(%)

プ ロ デ ュ ー サ 22.2 11.3 18.8 13.6

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ 33.3 5.0 50.0 2'6.0

代 行 検 索 業 者 33.3 21.5 41.2 15.9

代 理 店 0.0 5.0
、

50.0 3.0

プ ロ デ ュ ーサ+デ ィス ト リ ビ ュ ー タ 40.0

■

10.3
ii
謬 活 路70.Ol路 〃慰155欝1:・:・:・=・:・:・:・三・:・:・ 三・㌔'.㌔'.';':':'=σ..・.・.・.・o:・:〉

〉

.・.・.・・1・:・〈・〈・〈∴'.
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プ ロデ ュ ー サ+代 行 検 索 業 0.07,550.0 11.0

代 行 検 索 業+代 理 店

.

25,011.7100.0 15.0

そ の 他 85,712,185.7 13.0
一一

・

全 形 態 平 均iiiiiiiiiiiiiiiiiiii36.411.151.8'
・・・….・ ・・・….'…..・

::::::''''''".....".,

iiiiiiiiiii懸ii14.7:iiiiiii琵ili:i:i
・

「現在」 にっ いて2項 目 とも平 均値 を上 回 って いるの は,「 プロデューサ+デ ィス トリビュ

ータ+代 行検索業」 と,「 プ ロデ ューサ+デ ィス、トリビュ一夕+代 行検索業+代 理店」の2形

態で ある。 「将来」について は,「 プロデューサ+デ ィス トリビュータ」 だけが,2項 目と も

平均値 を上回 ってい るだけで ある。

今 回の調査で は,サ ー ビス形態別の売上高が把握で きていないが,現 在 のデー タベース ・サ

ー ビス市場の売上 高が約1 ,143億 円*で あ るので,年 平均14.7%で 伸び るとす ると,5年 後 に

は,デ ータベー ス ・サー ビス業 全体 で2倍 近い約2,270億 円にな る とい うことに な り,今 後の

'飛躍 が期待で きる
。

*昭 和61年特定サービス産業実態調査報告書(情 報サービス編)(通 産省 昭和62年11月)
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(5)著 作権 に関する トラブル

図4-21は,著 作権 に関す る 「トラブルの有無」にっいて聞 いた結果で あ り,94.3%(83社)

が,ト ラブルの経験が 「ない」 と回答 し,「 ある」 としたの は5.6%(5社)で あ った。 その内

訳 は,表4-4に 示す とお り,「 プロデューサ」絡みの ものが5件 中4件,「 デ ィス トリビュー

タ」絡みの ものが5件 中3件 と,こ の2っ のサ ー ビス形態 によ る トラブルが大部分 といえ る。

図4-21著 作権 に関す る トラブルの有無

表4-4著 作権 に関す る トラブルの内訳

サ ー ビ ス 形 態
トラブル

件 数

トラ ブ ルの相 手

業 者 利 用 者

プ ロ デ ュ ー サ 2 2 一

プ ロ デ ュ ー サ

+デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ
1 1 一

プ ロデ ュ ー サ+デ ィ ス

ト リビ ュ ー タ+代 理 店
1 一 1

デ ィス トリ ビュ ー タ

十 代 行 検 索 業 者
1 1 一
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トラブルの相手 は業者が4件,ユ ーザが1件 とな って い る。 トラブ ルの具体 的な内容の一部 を

次 に紹介 す る。

a)検 索 回答書 を'そのまま無断 で使用 された。

b)既 に商用サ ー ビス してい るデータの収録につ いて交渉の結果 ・金 銭的な解決 を行 った。

{6)デ ー タベー ス構築上の問題点

図4-22は,デ ータベ ースを構築す るときの問題点を分析 した結果 で あ り,「 データの収集,

入力などの構築作業 にコス トと時間がかか る」が81.1%の 高率で第1位 とな って いる。 「構築後

の メンテナ ンスコス トが負担」が59.5%と 続 いてお り,コ ス トが構築上 の大 きな問題点であ るこ

とがよ く分 か る。次 に,「 ビジネス としての リスク大(初 期投資が大 き く回収 困難)」 が55.4%

と高 く,「 セキ ュ リテ ィ対策への不安 」が13.5%と 低 い結果 にな って い るが,こ れはデータベー

ス ・サ ー ビス業の考 え方 がよ く表 れてい ると考えてよいで あろ う。

"1

'

621⑪2

セ
キ
ュ

リ

テ
ィ

対
策への不

安構築に関して国の助成がないインデクサ等のデータ作成側の人材不足データベース管理システム等効率的なソフトウェアが不足標準化の検討が不足

Ω2

㏄4

M5

肪5

ビ

ジ

ネ
ス

と

し
て

の

リスク大(初期投資が大きく回収困難)構築後のメンテナンスコストが負担構築作業にコストと時間がかかる

U8

一

一

%

oo

50

図4-22デ ータベ ース構築上 の問題 点(N=74,複 数 回答)
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(7)今 後 の 課 題

図4-23は,デ ー タベース ・サ ービス業 を営む上での今後 の課題 の分析 結果 で ある。50%を 超

え る回答 があ ったの は,「 情報 提供に対す る価格が認識 されていな い」(61。4%)の1つ だけで

ある。 他の項 目にっ いて は,ほ とん どが40%前 後の回答率にな っており,プ ライオ リテ ィの差は

ほとん どな い。

「セキ ュ リテ ィ」が14.5%,「 個人の プライバ シー保護制度の確立」 が8.4%と 低 いが,デ ー

タベ ース ・サ ー ビス業 と しての立場か らすれば,こ の2項 目の値 は低 くて 当然 とい うことにな

る。

なお,「 ユ ーザの意識調査」 の中で 「データベ ース発展 のための政府への要 望事項 」(図3-

16参 照)を 調査 してお り,「 税制上 の優遇措置」 にっいては,ユ ーザの34.7%が 要望事項 として

回答 してお り,本 調 査の33.7%と ほぼ同 じ結果 にな って いる。 また 「政府保有 データの公開」 に

ついては 「ユ ーザの意識調査 」の方 が73.2%と 高く,本 調査で は44.6%と 低 いの は立場の違いな

のか,今 後 さらに分析 す る必要 が あると思われ る。

情
報
提
供
に
対
す
る
価

値
が
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い
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府
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・
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制
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遇
措
置
等

の
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成

・
支
援

個
人

の
プ
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制
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図4-23デ ー タベース業 を営む上での今後の課題(N==83,複 数 回答)
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付 属 資 料

川 「データベー ス ・サー ビスに関 するユーザの意識 調査 」調査票

{2)「 データベー ス ・サー ビス業 に関す る調査 」調査票

(3)〔 調査票 別紙 〕

。本 ア ンケー ト調査で使用 して い るデー タベース ・サー ビス関連 用語の考 え方

o表1「 デ ータベ ース名(フ ァイル名)一 覧表」

o表2「 シス テム名一 覧表」

o表3「 分 野 ・一 ド一 覧表」
.



↑
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ユ ー ザ 糸扁
財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ー

[=]

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスに関 す るユ ーザ の意 識調 査

(昭 和62年10月)

貴 社 名'

所 在 地

ご 回 答 者 役 職 名 ご 芳 名

ご回答者連絡先電話番号 内線

設 立 年 月 日 ,

資 本 金
5 10

百万円 年商劇 震 麸 ㌶ は〕 ii■iii
`lIl```

u、`1`;;;18

百万円

従 業 員 数
19 24

人

本 ア ンケ ー トは,商 用 デ ー タベ ー スの 利 用動 向 にっ いて,で き るだ け全 社 的 な(場 合 に よ って

は部 門単 位 で もけ っ こ うで す)ご 意 見 を いた だ きたい と思 って お りま す。

この 主 旨 に最 も適 当 と思 われ る部 署 で,ご 回 答下 さい ます よ うご配 慮 い ただ け れ ば幸 いで す 。

◇本 調 書 に お き ま して は,完 全 に機 密 を厳 守 し,個 別 デ ー タは絶 対 に公 表 い た しません 。

◇本 調 査 票 は,昭 和62年11月27日(金)ま で に御返 送 頂 け ま す と幸 甚 に存 じます 。

◇ ご回答 を賜 りま した 方 へ は,後 日,本 調 査 の 分析 結 果(大 要)を 送 付 申 し上 げ ます。

◇ 本調 査 に 関 す るお 問 い 合 わ せ 先

財 団法 人 日本 情 報 処 理 開 発協 会 調 査 部

(デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスに関 す るユ ーザ の 意識 調 査 担 当)

〒105東 京 都 港 区 芝 公 園3-5-8機 械 振興 会 館

電話03-432-9382

25

四
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☆各 設 問 の該 当欄 にV印 を 付す か,数 字 等 を ご記 入 下 さい。

☆ 商 用 デー タベ ー ス ・サ ー ビス に は,① 社 内(イ ンハ ウス)デ ー タベ ー スお よ び② ビデオ テ ック

ス(キ ャプ テ ン等)は 含 め ませ ん。

☆ 設 問 の用 語 の うち,右 肩 に番 号 の付 い て い る主 要 用語 につ い て は,表 紙 裏 の用 語 の 考 え方 を ご

参 照 下 さ い。

☆ 「→QOOへ 」 と記述 され て い る所 へ 回答 の 方 は,指 示 され た設 問 へ 飛 ん で下 さ い。(記 述 の

な い 設問 に回 答 の方 は次 の設 問 を 回 答 して 下 さい)

Q1貴 社 の 業種 を下記 の表 よ り選 択 して番 号 で ご回答 下 さい。

1.農 ・林 ・水 産 業 11.電 気機 器 製 造 業 21.電 力 ・ ガ ス

2.鉱 業 12.輸 送 用 機 器 製造 業 22.新 聞 ・放 送 ・通 信 業

3.建 設 業 13.機 械 ・精 密 機器 製 造 業 23.情 報 処 理 サ ー ビ ス ・ ソ フ

4.食 品 工 業 14.そ の 他 製 造 業 トウ ェア ・情 報 提供 業

5.繊 維 ・紙 ・パ ル プ 業 15.商 業 24.広 告 ・ そ の 他 サ ー ビ ス 業

6.印 刷 ・ 出 版 業 16.金 融 業 25.学 校 ・その 他 教 育機 関

7.化 学 工 業 17.証 券 業 26.病 院 ・その 他 医 療機 関

8.ガ ラ ス ・土 石 製品 業 18.保 険 業 27.調 査 ・研 究 機 関

9.鉄 鋼 業 19.不 動 産 業 28.組 合 ・ 諸 団 体

1D.非 鉄 金 属 ・金属 製 品 業 20.運 輸 ・ 倉 庫 業 29.政 府 ・地 方 公 共 団体

Q2貴 社で は商用データベースを使 っていますか

26{::1:1:1
、、-Q26へ

Q3商 用 デ ー タ ベ ー スの 利 用 の推 移 に つ いて ご回答 くだ さ い。

年 度

システム数 ・契約数 昭和61年 度実績 昭和62年 度予定

使 用 し て い る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ 去～ヒ)数
27

シ ス テ ム
29

シ ス テ ム

契 約 して い るデ ー タベ ー ス サー ビス業 暑)の数
31

社
3ユ

社

デ ー タ ベ ー ス の 使 用 金 額 ・ 回 数 金額(万 円) 回 数 金額(万 円) 回 数

国 産
35 41 45 51

海 外 製
55も 61 65 71
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Q4商 用 デ ー タ ベ ー スの利 用形 態 につ い て(何 れ か ひ とつ)

撰;ii三∴㌶
Q5商 用 デ ー タベ ー スの オ ン ライ ン利 用の 形態 に つ いて(複 数 回 答)

口 検索結果を端末 に表示 し,プ リン トアウ トするのみ。

凸 糠 繰 を端末 にダウン。一 ドし端 末の機能によ りグラフ化等加工す る。

凸 検索結 果を社内デ ータベースまたは臥 用 フ。イルに格納 して利用 している(自 分の

デ ー タ と組 み 合 わ せ て)。

凹 その他( )

Q6オ ンライ ンで利用 している場合の代表的な端末機につ いて(該 当欄にチ ェック)

端 末 機 公 衆 回 線 専 用 回 線 保 有 機 能(い く っ で も)

,[コ300b/s 工i]2400b/s 83口 英 ・数 ・カ ナ ・記 号 の み 表示 が で き る

回1200b/s 巳]4800b/S 84口 漢 字 の 表 示 が で き る
パ ー ソ ナ ル ・ 81 82

G]2400b/s 回9600b/s 85口 画 像 の 表 示 が で き る

コ ン ピ ュ ー タ

囚 それ以上 佃 それ以上 86口 補助記憶装置がある

87口 その他()

[i]300b/s ,[口2400b/s go口 薬 ・数 ・カナ ・記号 の み表 示 が で き る

回1200b/s 巨]4800b/s 91□ 漢 字 の 表 示 が で きる

88 89

専 用 端 末 機 回2400b/s 回9600b/s g2口 画 像 の 表 示 が で き る

・回 そ れ以 上 ・回 そ れ 以 上 g3口 補助記憶装置がある

g4口 その他()

.[口300b/s ,[1]2400b/s g7口 英 ・数 ・カナ ・記号 のみ 表 示 が で き る

回1200b/s 回 胡00b/s g8口 漢字の表示ができる
95 96

そ の 他 厘]2400b/s 回9600b/s gg口 画 像 の 表 示 が で き る

・回 そ れ以 上 佃 それ以上 loo□ 補 助 記 憶 装 置 が あ る

|Ol[1そ の他()

io2

口
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Q7現 在 利 用 して い る通 信 回 線 に つ いて,

ご記 入下 さ い。

回線選択の理由および不満点な どその評価 を自由に

公衆 回線を選択 した理由 と不満

①理 由(

②不満(

専用 回線を選択 した理由 と不満

①理 由(

②不満(

)

)

)

)

Q8オ ンライ ン以外で利用 している場合の形態につ いて(複 数回答)

日 商用データベースを購入 し社 内で利用_Q9へ
1凸

デ ータベース.サ ー ビス業者へ直接 出向し・て利用(代 行検索業者への依

頼 は除 く)

巴 デ ータベース.サ ー ビス業者へ電言舌あるいは手紙で依頼 して 出力糸課 を

郵 送 して もら って い る(代 行検 索 業 者 へ の依 頼 は除 く)
(7)「1凸

SDI
(5)iS

代行検索業者に依頼
1凹

その他()

→QlOへ

Q9商 用データベースを購入 して いる場合,媒 体 とデータベース名 につ いて別紙表1を 参照 し

て番号 で回答。その他のときのみ具体名 をご記入下 さい(複 数 回答)

チェック 媒 体 デ ー タ ベ ー ス 名

lo9 1

口 MT(磁 気 テ ープ)
llO

ll2

口 フ ロ ッ ピ ィ ー デ ィ ス ク
113

1[5

口 CD-ROM
ll6

118

同
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Q10商 用 デ ー タ ベ ー ス を利 用 して い る理 由 お よ び満足 度(大 きな理 由3つ と,そ の 結 果 に

対する満足度)

情報入手の迅速性

整理 ・加工 ・分析の容易性

情 報 の 網 羅 性

新聞等の切 り抜 きの代用

図 書 館 の 代 用

経 済 性

その他()

利用 して いる理 由 結 果に対す る満足度

.満 足 ふっ う 不満
119

口

川
口

田
口

田
口

㎜
口

の
口

m
口

口

口

口

回

田

口

口

0

2

4

6

8

0

2

2

2

2

2

2

3

3

回

回

回

回

回

回

回

回

團

團

回

圃

回

国

Q11利 用 金額 の多 い商 用 デ ー タ ベ ー スの上 位3種 類 の デ ー タベ ー ス名(フ ァイ ル名)及 び シ

(2)
ス テム名 等 につ いて 別紙 表1

体 名 を ご記 入 下 さ い。

,2を 参 照 して番 号 で 回 答 。 た だ し,そ の他 の ときの み具

順

位

デ ー タベ ー ス名

(フ ァイル 名)

システ ム名
年 間 使 用

回数(回)

年 間使用金額

(万 円)

1

133 135 137 141

2

147 149 151 155

3

161 163 165 169

　　

同
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Q12商 用データベー スを利用 して,そ の使用料 に対す る感想 は(何 れかひとつ)

麟 ∴'
Q13使 用料に対する不満 は何ですか(複 数回答)

　アア

ロ 定額制なので割高であ る
ハフ　

口 基本料金が高い
エア　

口 従量制であるが高い
　　

口 そ の他(

Q14商 用 デ ー タベ ー スの 使 用料 が 安 けれ ば,も っと利 用 します か(何 れか ひ とつ)

捌㌧ ご

(5)
Q15代 行検索業者の利用 について(何 れかひ とつ)

鴇1:61:1:1い －Q17へ

(5)
Q16代 行検索業者を利 用 して いる理 由(複 数回答)

　　

ロ コス ト効率がいい
ユ　

口 たまにデータベースを利用 する場合 には便 利で ある
　　ら

口 検 索以 外 の 付帯 サ ー ビス(翻 訳,分 析,コ ンサル テ ィ ング等)が い い
　　

口 当該 デ ー タベ ー スの パ ス ワー ドを持 って い な い
　　フ

ロ 端末機がない
188(8)

[]検 索技 術 者 が い な い　　
口 その他()

)

→Ql8へ

190

回

一76一



(5)
Q17代 行 検 索 業 者 を 利 用 して い な い理 由(複 数 回 答)

ユ　エ

[]同 サー ビスの存在を知 らない
　　　

口 料金が高い
ユ　ヨ

ロ 利用の手続きが煩雑
ユ　

口 検索で きるデー タベースの種類が 限定 されてい る
　　ら

ロ サー ビス全般について不満
　　　

口 機密保持上の不安
　　ア

ロ 自社で全てで きるので,必 要 としないユ　　
口 その他()

(8)
Q18社 内の検索技 術者 の養成 はどう しているか(複 数回答)

　　　

口 社内で定期的な講座を設置
　　

蕊 デー1㌃ ス ●サrビ ス業者のセ ミナーCこ派遣

口OJT
　　

口 検索技術を持 った人を採用 してい る
　 ヨ

ロ 一 切 行 って い な い
　　
口 その他()

Q19デ ータベー スを検索 できる技術者の過不足 について

…罵}[讐]昌

Q20商 用 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビスの利 用 料 金 の中 で 特 に高 い 印象 の あ る もの(大 き な も の

3つ を チ ェ ック して 下 さい)
　　　

口 通 信 回 線
　　ヨ

ロ 情 報 料 金
　　る

口 端 末 機 器(通 信機器 は除 く)
　ら

口 通 信 機 器(モ デム等)
　　　

口 通 信 ソ フ ト
　　　
口 その他()
　ユ　

ロ コス ト評価を していないので分か らない

219

同
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Q21商 用 デ ー タベ ー ス の利 用 の 問 題 点 の中 で 「シ ステム 毎 に コマ ン ドが 不統 一 なの で利 用 し

に くい 」 と いう指 摘 が 多 いが,以 下 につ いて 何れ か ひ とつ チ ェ ック して下 さ い。

憂 欝 三i欝三三灘 三i㌫)
Q22商 用デー タベー スの利用上の問題点の中で 「コマ ン ドの不統一 」と並んで 「機能 ・操作

性」に関す る指摘 が多 いがその理由は(複 数回答)

キーボー ド配列が悪い

フ ァンクシ ョンキーが不十分

シソーラスやキーワー ドの標準化や拡充の不足

検索機能が不十分

変換機能が不足(カ ナ漢字等)

接続手順が煩 しい

検索速度が遅 い

その他()

繁

口
鵬口
捌口
巴

捌鯉

口
斑口
鯉口

⑪

田

田

口

口

田

田

田

口

{

2

4

6

8

0

2

4

6

2

2

2

2

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

幌

団

団

団

団

国

国

団

団

いロつつ

固

回

回

回

回

回

回

.回

ふ

一

一

ー

ー

一

一

ー

一

237

同
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Q23商 用 デ ー タ ベ ー スに 関 し,「 蓄 積 デ ー タが 少 な い」 との指 摘 も多 い が,そ の 理 由 は(複

数 回答:大 き な理 由3つ を チ ェ ック して下 さ い)
　　

口 遡及期間が短い
　ヨ　

口 蓄積件数が少ない
　 む

口1件 当 りの情報が少ない
　 ユ

ロ 分野の網羅性 に欠け る
　る　

口 情報源の網羅性に欠ける
　 ヨ

ロ 更新頻度が少ない(最 新情報の取 り込みが遅い)
　 る

口 全文データベースが少ない
　 ら

口 上手 に検索すれ ば蓄積デー タが少 ないとい うことは無 い と思 う
　 　

口 よ く分か らない　ア
ロ その他()

Q24デ 一 夕ベ 一一ス ・デ ィ レク トリー を利 用 して い ますか

41:㍍:1:1い －Q,8へ

Q25現 在 利 用 して い る デ ー タベ ー ス ・デ ィ レク トリー(複 数 回答)
　　

ロ デ一夕ベ ース台帳総覧(通 産省)　　
[=]DirectoryofOnlineDatabases(Cuadra/Elsevier)　　ユ
[]EUSIDlCDataBaseGuide(LearnedInformation)

　ら　

口DATABASEDIRECTORY(P・bli・h・dbyK・ ・wledg・1・dust・yP・bli・ati・n・ ・lnc・)

　らヨ

ロ オ ンラ イ ン ・デ ー タベ ー ス ・デ ィ レク トリー'87(東 洋経 済 新報 社)　らる
口 その他()

↓

Q28へ

　ら　

口
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Q26商 用 デ ー タベ ー スを利 用 して い な い理 由(複 数 回答:大 き な理 由3つ を チ
ェッ ク して 下

、ξ い)

口 利用の方法が分か らない
　らア

E]存 在が分か らない
　ら　

口 利用の手続 きが複雑
　　　

口 端末機がない
　　

口 端末機(通 信機器は除 く)が 高い
　　　

口 通信機器(モ デム等)が 高い
　 　

口 端末 ソフ トが高 い
　　ヨ

ロ 通信料金が高い
　　る

口 情報料金が高い
　 　

口 予算措置がない
　 　

口 検索技術者がいない
　 ア

ロ 必要なデータベースが ない
　　　

ロ デ一夕が不十分
　　　

口 利用の必要がない　　　
口 その他()

Q27今 後商 用データベー スを利用する予定が あ りますか(何 れかひとつ)

鰐i欝 ㌔ 三う

　ア　

口
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Q28今 後利用 したいデータベー スはどのよ うなものか内容 と対象地域 を別紙表3と 下の選択

肢 を組み合わせて ご記入下 さい(複 数回答)

〈対象地域〉

1.日 本

2.全 世 界(日 本を含む)

3.ア メ リカ合 衆 国

4.EC諸 国

〈記 入 例 〉

日本 とアメリカの人物情報

1

2

3

4

5

分 野 地域

5.ア ジ ア

6.共 産 圏

7.そ の 他

[三 司[■|

6

7

8

9

10

分 野

298

303

308

313

318

地域

Q29デ ータベ ースを利用す るときに著作権を認識 していますか(何 れか ひとつ)

323{:纂 灘:1:1:1
、、

Q30 データベースの発展 のため,政 府に何を して欲 しいですか(複 数 回答)
　 る

口 政府が持 つ情報の データベース化 と民 間への提供
ヨ　う

口 優遇税制 や融 資等 によ る民 間企業のデータベース作 りの援助

箔 デー タベ ースに関す る技術の共同開発等の促進
　 　

口 操作性向上な ど,標 準化の促進
ヨ　　

ロ デ一夕ベースの著作権の保護強化
ヨ　

口 個人のプライバ シー保護制度 の確立
ヨヨむ

口 民間企業,団 体 による自主努力 に任すべ きで,特 に援助等 は必要ない
ヨヨ　

口 その他( )

ヨヨ　

国
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Q31貴 社 で はイ ン、、ウ ス.デ ー タ ベ ー ス(企 業 内 デ ー タ ベ ー ス)を 鵠 ちです か

巡1㍍Q38-

Q32構 築 したのは何年 頃ですか

昭和 巨[]年

Q33ど の よ うな 内容 を扱 うデ 一 夕 ベ ーーースです か(複 数 回答)

内 容 チ ェ ッ ク 内 容 チ ェ ッ ク

在 庫 管 理
336

生 産 ・部 品 管 理
342

顧 客 管 理
337

運 行 ・座 席 管 理
343

人 事 管 理
338

統 計 業 務
344

資 料 整 理
339

企 業 信 用
345

財 務 会 計
340

記 事(新 聞 等)
346

経 営 管 理
341

POS(売 れ 筋 情報)
347

そ の 他() 348

Q34デ ー タ ベ ー ス管 理 シス テム は 自社 開 発 です か

汕:1:え システム名(

Q35容 量 はどの くらいですか(昭 和62年9月 現在)

巨]KB

唖 ー
353 回MB

團GB

－82一

)

ヨ　ぐ

口



Q36デ ー タベ ー スの 構 築 ・運 用 コ ス トの だ いた いの 構成 比 につ い て

A

最初 にデータベースを

構 築 した年の構成比

昭和61年 度 における

構 成 比

デ ー タ収 集 ・購 入
355

%
358

%

デ ー タ 更 新
361

%
364

%

通 信 機 器,設 備
367

%
370

%

社 内要 員 の育 成
373

%
376

%

そ の 他
379

%
382

%

1 0 0 % 1 0 0 %

Q37デ ー タベ ー ス構 築 ・運 用 の ため の要 員 育 成 に つ いて(複 数 回 答)
ヨ　　

口 外部講演会 に参 加する(シ ステム等)

琶 社内研修を行 う
　　

口OJT
ヨ　　

口 特 に行わない

Q38そ の他 ご意見が あ りま したらお聞かせ下 さい
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ベ ン ダ 糸扁
財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ー

4

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 業 に 関 す る 調 査

(昭 和62年10月)

貴 社 名

所 在 地

ご 回 答 者 役 職 名 ご 芳 名

ご回答者連絡先電話番号 内線

設 立 年 月 日

資 本 金
5 10

百万円 年商ぽ 鷲 麸 蕊 は〕
lll``i!

ll!iiil

川iiiiiiil,
百万円

従 業 員 数
【9 24

人

本 ア ンケ ー トは,商 用 デ ー タベ ー スの 利 用 動 向 にっ い て,で き るだ け全 社 的 な(場 合 に よ って

は部 門単 位 で もけ っ こ うで す)ご 意 見 を いた だ きた い と思 って お りま す。

この主 旨 に最 も適 当 と思 わ れ る部 署で,ご 回 答下 さい ます よ う ご配慮 い ただ け れ ば幸 いで す 。

◇本調 書 にお き ま して は,完 全 に機 密 を厳 守 し,個 別 デ ー タは絶対 に 公表 い た しませ ん。

◇本調 査 票 は,昭 和62年11月27日(金)ま で に御返 送 頂 け ます と幸 甚 に存 じます 。

◇ ご回答 を 賜 り ま した方 へ は,後 日,本 調 査 の 分析 結 果(大 要)を 送 付 申 し上 げ ます。

◇本調 査 に関 す るお 問 い合 わ せ 先

財 団 法 人 日本情 報 処 理 開 発 協 会 調 査 部

(デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス に関 す るユ ー ザ の意 識 調 査担 当)

〒105東 京都 港 区芝 公 園3-5-8機 械振 興 会 館

電言舌03-432-9382
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☆ 各 設 問 の該 当欄 に ン印 を 付 すか,数 字 等 を ご記 入 下 さい。

☆ 商 用 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス に は,① 社 内(イ ンハ ウス)デ ー タベ ー スお よ び② ビデオ テ ック

ス'(キ ャプ テ ン等)は 含 め ませ ん 。

☆ 設 問 の用 語 の うち,右 肩 に番 号 の 付 いて い る主 要 用 語 に つ いて は,表 紙 裏 の用 語 の 考 え 方 を ご

参 照 下 さ い。

☆ 「→QOOへ 」 と記 述 されて い る所 へ 回答 の 方 は,指 示 され た設 問 へ 飛 ん で下 さ い。(記 述 の

な い設問 に回 答の 方 は 次 の設 問 を 回 答 して 下 さ い)

Q1

26

貴社のサー ビス形態につ いて下記 よ り選択 して番号 でご回答下 さい。

ロ プ ロデ ューサ

匝]デ ィス トリビュータ

匝]代 行検索業者

回 代理店

巳]プ ロデューサ ㊥ デ ィス トリビュータ

固 プ ロデューサ ㊥ デ ィス トリビュー タ ㊤ 代行検索業

匠]プ ロデューサ ① デ ィス トリビュータ ① 代行検索業 Φ 代理店

圃 その他( )

Q2
-ft社 の サ ー ビス参 入 時 期 に つ い て,サ ー ビ ス形 態 ご とに ご回 答 下 さい。

プ ロデ ューサ

デ ィス トリ ビュー タ

代 理 店

代 行 検索 業

臼

28
口

筒

3。口

1.昭 和49年 以 前

2.昭 和50年

3.昭 和51年

4.昭 和52年

5.日 召不日53年

6.昭 和54年

7.昭 和55年

8.昭 和56年

9.昭 和57年

10.昭 和58年

11.日 召不日59年

12.昭 和60年

13.昭 和61年

14.昭 和62年

Q3貴 社 でサ ー ビス して い るデ ー タ ベ ー スの国 籍 につ い て ご回 答 下 さい。

嘉 三三 三緊
32

同
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Q4貴 社 が デ ィス トリ ビ ュー タで あ る場 合,利 用 者 の 多 い上 位3位 まで の デ ー タベ ー スに つ い

て別 紙 表1,3を 参 照 して 番号 で ご回 答下 さ い。

ただ し,そ の他 の と き のみ 具体 名 を ご記 入 下 さ い。

順位 回 答 欄

第1位 第2位 第3位

デ ー タベ ー ス名

(フ ァイル 名) 33 35 37

分 野
39 41 43

デ ー タベ ー スの

種 類

.[工]数 値

回 テ キ ス ト
45'

團 数値① テキス ト

・回 そ の 他

,[コ数 値

回 テキス ト
46∀

圃 数値㊤ テキス ト

・団 そ の 他

.[コ数 値

回 テキス ト
イ7'

團 数値① テキス ト

・団 そ の 他
、

Q5

48

貴社がプ ロデ ューサである場合,

口 自 社^

回 他 社(1社)

巳]他 社(2社 以上)

回 自社 と他社

團 そ の 他(

デ ィス トリビ ュー シ ョンの 方 法 に つ いて ご 回答 下 さ い。

)

Q6貴 社 にお ける デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビスの 位 置づ け につ い て どの よ うに お考 え で す か 。

る　

現 在[1.主 力 ビジネスと考えて いる

将 来 凸2'主 力 ビジネスとは考えて いない
3.そ の 他

51

口
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Q7

52

貴社の総売上げ高の うち,

下 さい。

回lo%未 満

回10%以 上20%未 満

巳]20%以 上30%未 満

巨]30%以 上40%未 満

固40%以 上50%未 満

回50%以 上60%未 満

回60%以 上

回 不 明

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスに 関す る割合 は どの 位 か番 号 で ご回 答

Q8デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の売 上 高(構 成 比)に つ い て ご回 答下 さ い。

国産 デ ー タベ ー ス

海外 デ ー タベ ー ス

国産+海 外 合 計

53

56

%

%
ヨ

■]]%

Q9-今 後5年 間 に,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ スの年 間 売上 げの 平 均伸 び率 は どの位 に な る とお 考

え です か 。

口5%未 満

回5%以 上15%未 満

5g[3]15%以 上20%未 満

巨]20%以 上25%未 満

[5]25%以 上

〔ハ`)

同
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Q10デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビスを 行 ううえ で,著 作 権 の トラ ブル を 経 験 した こ とが あ りま す か 。

も しあ りま した ら当事 者 の 関係(業 者,利 用 者。 具 体 名 は不 要)と ,具 体 的 な 内容 に つ

いて ご 回答下 さ い。

61{ぼ1

その相手は 凹 業者

内 容

その相手は 凹 利用者

内 容

Q11貴 社 が プ ロデ ュー サ で あ る場合 tデ ー タベ ー スの構 築 コ ス トの割 合(構 成 比)に つ いて

ご回 答 下 さい(任 意 の デ ータ ベ ー ス1件 につ いて)

1.シ ス テ ム 設 計
64 65

%

2.プ ロ グ ラ ム開発
67 69

%

3.デ ー タ 収 集
71) 72

%

4.分 析/加 工(抄 録作成 も含む)
73 75

%

5.デ ー タ ベ ー ス 入 力
76 78

%

6.マ ニ ュ アル 類 作成(ユ ー ザ向/開 発者 向)
79 81

%

7.計 算機 使 用料
ドe 只4

%

8.そ の 他

8う R7
%

(合 計) 1 0 0 %

ご回答 い ただ い た デー タベ ー ス名

( )

同
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Q12デ ータベー スを構築する上で,問 題 である とお考 えにな った点があ りますか(複 数 回答)

凸 デー タの収集,入 力などの構築作業に コス トと時間がかか る.

凹 構築 に関 しての国の助成がない

凸 初期投節 大 き く回収騰(ビ ジネスと しての リスク大)

亡]構 築後の メンテナ ンス コス トが負担

芭 イ ンデ クサー等のデータ作成側人材不足

凸 データベー ス管理 システムなど効率的 ソフ トウ。アが不足

凸 標準化の検討 が不足

凹 セキ ュリティ対策への不安

凸 その他()

Q13デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ ス業 を 営 む上 で今 後 の 課 題 と して どの よ うな 点 が あ るか,ご 回答

下 さい(複 数 回答)

凸 税制上の優遇措置等の助成,支 援

凸 著作権の明確化

巴 政府保有データの公開 流通
1凸

各技術の標準化,統 一化

巴 人材の養成
1凹

構築コス トの削減

巴 運用コス トの削減
|日

個人のプライバシー保護制度の確立

惜 セキュリテ,
1日

情報提供に対する価値が認識されていない
1凸

その他()

　 　 　

回



〔別 紙 〕

本 ア ンケ ー ト調査 で使 用 して い る デー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス関連 用 語 の 考 え方

1.商 用 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス:

対 価 を と って,ユ ー ザ の 利 用 に 供 す る こ とを 目的 と したデ ー タベ ー スの 構 築,提 供 な どに

か か わ る活動 の 総 称 。 具体 的 に は,プ ロデ ュ ー シ ング(構 築),デ ィス トリビ ュー テ ィ ング,

代 行 検索 業 務,代 理 店 業務 な どが あ り ます。

従 って,社 内(イ ンハ ウス)デ ー タベ ー ス は除外 します。

なお,ビ デ オ テ ック ス(キ ャプ テ ン等)も 一種 の 商 用 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスで すが,本 調

査 で は除 外 します 。

2.デ ー タベ ー ス ・シス テ ム:

デ ー タベ ースの 構 築,保 管,提 供,運 用 等 にか か わ る シス テ ム。 例 え ば,DlALOGデ ー

タベ ー ス ・シス テ ムで は,200種 近 くの デ ー タベ ー ス ・フ ァイル を 提 供 して い ます が,シ ス テ

ム と して は ひ とつ に数 え ます。

3.プ ロデ ューサ:

デ ー タベ ー スを構 築 す る者 。

4.デ ィス トリ ビュ ー タ:

自 己の コ ン ピュ ー タを運 用 し,プ ロデ ューサ か らデ ー タベー ス ・フ ァイ ルを 委 託 され,ま た

は プ ロデ ューサ の デー タベ ー ス ・フ ァイル に接続 して,デ ー タベ ー ス の情 報 を ユ ー ザ に提 供 す

る者 。

5.代 行 検索 業 者;

他 人 の 情 報需 要 に対 し検索 の実 行 を 目的 と して,デ ー タベ ー スの 選 択,フ ァイ ルの 選択,検

索 式の 作成,検 索 の 実 行,検 索 結 果 の 評価,そ の 他 の検 索 コ ンサ ル テ ィ ング等 の 業 務 を 行 う者。

6.代 理 店:

デ ー タ権 利者 な い しプ ロデ ュー サ の著 作権 事 務を 代理 す る者,ま た は デ ィス トリ ビュー タの

営 業 事務 を 代理 す る者 。

7.SDI(SelectiveDisseminatlonoflnformation)

あ らか じめ 要望 した項 目 にっ い て,検 索 式 を保 存 し,デ ー タベ ー スが 更 新 され る毎 に,ヒ ッ

トした情 報 を定 期 的 に届 けて も らえ るサ ー ビス。

8.検 索技 術 者:

自 らの あ るい は 他 人 の情 報 ニ ー ズに 応 じ,デ ー タベ ース を選 定 し,検 索 式 を 作成 し,デ 一 夕

ベ ー スヘ ア ク セス し,検 索 の 評 価 が で き る者 。

9.ク リア リ ング機 能:

デ ー タベ ー スの 利 用 に 際 し,希 望 す るデ ー タベ ー スの所 在,内 容,料 金,使 用 条 件 な どの 案

内情 報 を提 供 す る機 能 の こ と。

ク リア リング機 能 を 集 中管 理 して 専 用 に行 うセ ン ターを ク リア リン グ ・セ ンタ と,い う。

10.OJT(Onthe』obTraining):

業 務 を通 して,知 識 や 技術 を習 得 す る方 法 。
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表1デ ー タベ ー ス名(フ ァイル名)一 覧表

〔ユ ーザ編Q9,QA,ベ ンダ編Q4で 使用 〕

表2シ ステ ム 名一 覧 表

〔ユ ー ザ編Qliで 使 用〕

番 号 デ ー タベ ー ス名(フ ァイ ル名)

O

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

JICST科 学 技 術 フ ァ'イル

日本 特 許実 用 フ ァイ ル

NIKKEI

CA-Search

MEDLINE

TSR-BIGS

WPI

INSPEC

CAS-ONLINE

ニ ュ ース テ レコ ム

企業 情 報 フ ァイル(COSMOS)

QUICKビ デオ ーH

BIOSIS
』
NTIS

COMPENDEX

JAPAN/MARC

CLAIMS

DOWJONESNEWS

FSTA

METADEX

商 標

そ の 他

番号

O

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

JOIS

DIALOG

PATOLIS

NEEDS-IR

日 経 テ レ コ ン

TSR

STN

QUICKビ デ オ ーll

NEEDS-TS

ORBIT

CO、SMOS

CAPITAL

BRANDY

ダ イ ア ラ イ ン(DIALINE)

HINET

ア シ ス ト(ASSIST)

ACE

BRS

CORNET

DOWJONESNEWSRETRIEVAL

テ ク ノ マ ー ト

そ の 他
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表3分 野 コー ド一 覧表 〔ベ ンダ編Q4で 使 用 〕

分 野 コ ー ド

社

会

科

学

・

人

文

科

学

社 会 人 文 全 般 301

教 育 学 302

社 会 学

一

303

入 口 統 計 304

法 学 305

歴 史/政 治 学 306

芸 術(映 画/音 楽) 307

心 理 学 308

言 語 学 309

哲 学 310

宗 教 311

そ の 他 399

ビ

ジ

ネ

ス

ビ ジ ネ ス 産 業 全 般 401

市 場/商 品 402

経 済(外 国) 403

経 済(日 本) 404

企業財務/企 業情報(外 国) 405

企業財務/企 業情報(日 本) 406

会 計/経 営 407

金 融/証 券/為 替 408

エ ネ ル ギ ー 産 業 409

通 信/放 送 410

農 業/林 業/漁 業 411

化 学 産 業 412

労 働 413

建 築/建 設 414

運 輸 415

販 売/サ ー ビ ス 416

流 通/不 動 産 417

そ の 他 499

そ の 他 999

分 野 コ ー ド

一

般

全 般 101

新 聞/雑 誌/ニ ュ ー ス 102

人 物/機 関 情 報 103

行 政 104

法 律 105

政 治 106

健 康/ス ポ ー ツ 107

旅 行/ス ケ ジ ュ ー ル 108

娯楽/レ ジャー/施 設案 内 109

生 活 文 化/家 庭 生 活 ilO

辞 書/補 助 フ ァ イ ル lll

地 名/地 図/住 所 112

そ の 他 199

自

然

科

学

・

技

術

科 学 技 術 全 般 201

特 許 202

医学/薬 学/生 命学/生 物 203

化 学 204

物 理 205

数 学 206

電 気/電 子/情 報 207

機 械 208

建 設(土 木/建 築) 209

宇 宙/地 球/海 洋 210

原 子 力 211

環 境/公 害 212

エ ネ ル ギ ー/資 源 213

農 学 214

気 象 215

金 属/素 材 2i6

食 品 217

繊 維/木 材/パ ル プ 218

そ の 他 299
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